


2広報いせ ●平成23年９月１日号



3 広報いせ ●平成23年９月１日号



4広報いせ ●平成23年９月１日号

　

こ
れ
か
ら
台
風
が
多
く
や
っ

て
来
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。
ま

た
、
大
地
震
は
い
つ
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
で
す
。

　

災
害
時
に
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ

　

今
年
７
月
に
発
生
し
た
台
風

６
号
に
伴
う
豪
雨
に
よ
り
、
伊

勢
市
で
は
宮
川
が
「
は
ん
濫
危

険
水
位
」
に
達
し
、
一
部
の
地

域
に
避
難
指
示
な
ど
を
発
令
し

ま
し
た
。

　

市
で
は
、
災
害
発
生
時
に
市

民
の
皆
さ
ん
に
避
難
を
呼
び
掛

け
る
た
め
、
避
難
準
備
情
報
・

避
難
勧
告
・
避
難
指
示
を
発
令

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

 

避
難
勧
告
な
ど
発
令
時
に
は

 

情
報
提
供
を
し
ま
す

 エリアメールとは？
　避難に関する情報や、津波注意報・警報、
国民保護情報（テロ・弾道ミサイル情報な
ど）など、防災行政無線からお知らせする
情報を、この地域にいるＮＴＴドコモ対応
機種へ配信します。なお、現在、ＮＴＴド
コモ以外は、このサービスを行っていませ
ん。

避難情報の種類と違い
○避難準備情報
　住民に対して避難準備を呼び掛けるとともに、高齢者や障がい
者などの災害時要援護者に対して、早めの段階で避難行動を開始
することを求めるものです。
○避難勧告
　災害によって被害が予想される地域に住んでいる人に対して、
避難を勧めるものです。
○避難指示
　住民に対し、避難勧告よりも強く避難を求めるものです。避難
勧告よりも急を要する場合や、人に被害が出る危険性が非常に高
まった場合に発表します。

避難情報の提供方法
 ・ ・防災行政無線による放送
 ・ ・防災メールによる登録者への配信
 ・ ・防災ＦＡＸによる登録者への配信
 ・ ・ケーブルテレビ行政チャンネルで
 　のＬ字放送
 ・ ・エリアメールによるＮＴＴドコモ
　利用者への配信
 ※防災メール・防災FAXについては、
 　下記を参照してください。

伊
勢
市
防
災
総
合
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
！

　

市
で
は
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
り
防
災
情
報
な
ど
を
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
が
、
天
候
な
ど

に
よ
っ
て
聞
き
取
り
に
く
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
方
法
で
も
、
放
送
内
容

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
災
害
に
備
え
て
、
登
録

と
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

①防災メール
　防災行政無線の放送内容と火災情報を、登録したメールアドレスに
配信するサービスです。

登録方法
　バーコードリーダー機能付きの携帯電話の場合、二
次元コードを読み取れば、登録画面に入ることができま
す。また、アドレスbousai-touroku@bousai.city.ise.mie.jpに空
メールを送信すると登録用のメールが届きます。

②防災行政無線電話サービス
　防災行政無線の放送内容を、電話で確認することができます。
　☎フリーダイヤル0120・64・3151
　（通話料無料、市内の固定電話からのみ利用可）
　市外からの電話・携帯電話の場合は
　☎0596－20－3174

③防災ＦＡＸサービス
　事前に登録されたファクス番号宛てに、
防災行政無線の放送内容を通知します。

　

災
害
発
生
時
に
は
、
ま
ず
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
こ
と

が
大
切
で
す
。
災
害
に
備
え
て
私
た
ち
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

災
害
時
に
は
的
確
な
情
報
収
集
を
！

　

こ
れ
ら
の
避
難
情
報
を
発
令

し
た
と
き
は
、
次
の
方
法
で
情

報
提
供
を
し
ま
す
の
で
、
迅
速

な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
通
じ
て
的
確

に
情
報
を
収
集
し
、
一
人
一
人

が
適
切
な
判
断
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

二次元コード

防災メール・電話サービス・
防災FAX運用にかかる経費
〔平成23年度予算額〕
145万 1千円
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家
庭
で
家
具
固
定
を
し
ま
し
ょ
う
！

　

過
去
の
地
震
で
は
、
揺
れ
に
よ
る
住
宅
倒
壊
だ
け
で
な
く
、
倒

れ
た
家
具
の
下
敷
き
に
な
っ
て
、
命
を
失
っ
た
り
、
負
傷
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
素
早
く
避
難
行
動
を
す
る
た
め
に
も
、
家
具
が
倒

れ
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
切
な
家
族
の
命
を
守
る
た
め
に
、
家
の
中
で
倒
れ
て
き
そ
う

な
家
具
の
固
定
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
30
日
㈰
、
11
月
13

日
㈰

対
象　

こ
れ
ま
で
に
家
具
固
定

を
受
け
て
い
な
い
世
帯
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家
具

固
定
に
立
ち
会
え
る
世
帯

・・
世
帯
員
全
員
が
、
70
歳
以
上

の
人
ま
た
は
身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人
で
あ
る

・
20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
す
る

母
子
家
庭

募
集
数　

60
世
帯（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈭
〜
22

日
㈭
に
、
印
鑑
を
持
参
し
、
危

機
管
理
課
・
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
・
各
支
所
へ

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
、
固
定

す
る
家
具
は
３
つ
ま
で
で
す
。

※
10
月
上
旬
に
現
場
の
下
見
を

行
い
ま
す
。
現
場
の
状
況
に
よ

っ
て
は
、
家
具
固
定
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
借
家
の
場
合
は
、
所
有
者
の

承
諾
が
必
要
で
す
。

と
き　

10
月
23
日
㈰
、
午
前
10

時
〜（
２
時
間
程
度
）

と
こ
ろ　

御
薗
公
民
館
・
２
階

講
堂（
御
薗
総
合
支
所
内
）

対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

（
１
組
３
人
ま
で
）

内
容　

講
習
「
家
具
固
定
器
具

の
紹
介
と
取
り
付
け
方
法
に
つ

い
て
」（
講
師

：

三
重
県
建
設
労

働
組
合
伊
勢
支
部
会
員
）、
金

具
の
取
り
付
け
な
ど
の
実
技

※
簡
単
な
工
具
は
用
意
し
ま
す

が
、
電
動
ネ
ジ
回
し
な
ど
を
持

参
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま

せ
ん
。

定
員　

20
組（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈭
〜
10

月
17
日
㈪
に
、
所
定
の
申
込
書

を
危
機
管
理
課
・
各
総
合
支
所
・

各
支
所
へ

※
申
込
書
は
、
各
申
し
込
み
先

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

確認しておこう！
非常持ち出し品と備蓄品チェックリスト

■備蓄品
　被災直後の生活を支えるために、

３日分を目安として飲料水・食料な

どを備蓄しておきましょう。水は１

日３リットルを目安に家族構成に合

せて用意しておきましょう。

□飲料水・食料（３日分）

□カセットコンロ・燃料

□簡易トイレ

□ビニールシート

□毛布・寝袋

無
料
の
家
具
固
定

  

家
具
固
定
講
習
会

  「
家
族
み
ん
な
で
家
具
固
定
」

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕
60
万
円

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕

７
万
５
千
円

■非常持ち出し品
　非常持ち出し品は、必要最小限の物に絞り込み、リュックなど

に入れ、一度背負ってみて、両手を自由に動かすことができるか確

認してみましょう。

□貴重品（現金、印鑑、重要書類の番号を記したもの）

□飲料水（500mlペットボトルなど）　□食料

□懐中電灯・携帯ラジオ　□マッチ　□ライター　□ろうそく

□救急セット　□常備薬　□防塵マスク　□タオル・ハンカチ

□軍手・皮製手袋　□ビニール袋

□ティッシュペーパー・ウェットティッシュ　□雨具

□筆記用具・メモ帳　□衣類・下着　□生理用品　□紙おむつ

□赤ちゃん用ミルク・離乳食
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伊
勢
市
消
防
本
部
に
は
現

在
、
１
８
９
人
の
消
防
士
が
在

籍
し
、
１
市
２
町（
伊
勢
市
・

玉
城
町
・
度
会
町
）
の
管
内
約

16
万
人
の
暮
ら
し
を
守
る
担
い

手
と
し
て
、
消
防
防
災
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。そ
の
活
動
は
、

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
や
救

急
・
救
助
活
動
の
み
な
ら
ず
、

施
設
へ
の
立
ち
入
り
検
査
、
地

域
で
の
火
災
予
防
・
救
急
法
の

指
導
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

そ
の
消
防
士
た
ち
の
中
に
、

２
人
の
女
性
消
防
士
が
い
ま

す
。
中
野
加
奈
子
さ
ん（
27
）と

逢
坂
碧
さ
ん（
23
）で
す
。

　

昨
年
４
月
に
伊
勢
市
消
防
本

部
の
一
員
と
な
っ
た
彼
女
た
ち

は
、
約
８
カ
月
間
に
わ
た
る
三

重
県
消
防
学
校
で
の
教
育
・
訓

練
を
経
て
、
12
月
か
ら
伊
勢
市

消
防
署
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

彼
女
た
ち
に
消
防
士
に
な
ろ

う
と
し
た
き
っ
か
け
を
聞
く
と
、

「
現
場
の
最
前
線
で
活
躍
す
る

救
急
救
命
士
の
存
在
を
知
り
、

同
じ
よ
う
に
人
の
命
を
救
え
る

人
間
に
な
り
た
か
っ
た
」
と
口

を
そ
ろ
え
ま
す
。
救
急
救
命
士

伊勢の元気さん！

中野加奈子

　今回の「伊勢の元気さん」では、伊勢市消
防本部で消防士として日々奮闘する２人の女
性消防士を紹介します。

さん

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

２
人
に
、
将
来
ど
の
よ
う
な

消
防
士
に
な
り
た
い
か
と
尋
ね

る
と
、「
救
急
も
警
防
も
予
防

も
で
き
る
、
何
で
も
分
か
る
消

防
職
員
に
な
り
た
い
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
今
も
、
入
社
し
て
す
ぐ
の

よ
う
な
新
鮮
な
気
持
ち
で
毎
日

を
過
ご
し
て
い
る
」
と
の
こ
と

で
、「
こ
れ
か
ら
も
今
の
気
持

ち
を
持
ち
続
け
、
い
つ
ま
で
も

必
死
に
、
が
む
し
ゃ
ら
に
、
そ

し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
命
を

救
え
る
よ
う
、
消
防
職
員
と
し

て
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
」
と
強
い
思
い
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
命
を
守

る
現
場
で
、
こ
れ
か
ら
２
人
が

活
躍
す
る
姿
が
楽
し
み
で
す
。

と
は
、
救
急
患
者
に
対
し
、
病

院
到
着
前
に
高
度
な
救
急
救
命

処
置
を
行
う
人
で
、
今
の
救
急

現
場
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
で
す
。
２
人
は
、
救
急
救

命
士
の
専
門
学
校
を
卒
業
後
、

国
家
試
験
に
合
格
し
、そ
の
後
、

伊
勢
市
消
防
本
部
の
仲
間
入
り

を
し
ま
し
た
。

　

消
防
の
現
場
に
配
属
さ
れ
て
、

は
や
９
カ
月
。
彼
女
た
ち
の
現

在
の
主
な
仕
事
は
、
火
災
現
場

で
の
消
火
活
動
や
救
急
出
動
で

す
が
、
現
場
で
の
活
動
を
通
し

て
先
輩
か
ら
い
ろ
ん
な
教
え
を

受
け
、「
一
日
で
も
早
く
一
人

前
に
な
れ
る
よ
う
に
」
と
日
々

努
力
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
火
災
や
救
急
出
動
の

な
い
と
き
に
も
、
消
防
署
内
の

施
設
で
訓
練
や
筋
ト
レ
を
し
た

り
、
消
防
業
務
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
を
深
め
る
た
め
の

学
習
を
し
た
り
と
、
息
つ
く
暇

は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
は
、
日

ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
す

る
署
内
大
会
が
９
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
た
め
、
同
僚
の
消
防

士
と
共
に
日
々
訓
練
を
重
ね
て

「いつまでも必死に、
　　　　　がむしゃらに」

消防士

逢坂　碧さん

中野さん

逢坂さん

お お さ か み ど り

防災訓練で説明する逢坂
さん
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からからからからから

　

秋
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
原
子
力
発
電
所
の
停

止
も
あ
り
、
ご
家
庭
や
事
業
所

に
お
い
て
、
節
電
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
い
る
方
も
た
く
さ

ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま

す
。

　

伊
勢
市
役
所
で
も
、
ゴ
ー
ヤ

や
ア
サ
ガ
オ
で
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
を
育
て
た
り
、
エ
ア
コ
ン

の
運
転
時
間
を
短
く
し
た
り
し

て
、
７
月
の
実
績
で
は
省
エ
ネ

目
標
で
あ
る
電
気
使
用
量
15
％

削
減
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
電
気

料
金
を
30
万
円
ほ
ど
削
減
す
る

と
い
う
効
果
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地

消
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
太
陽

光
発
電
の
普
及
促
進
策
な
ど
の

検
討
を
進
め
て
お
り
、
事
業
計

画
が
ま
と
ま
り
つ
つ
あ
る
の
で
、

間
も
な
く
、
皆
さ
ん
に
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
、「
伊
勢
市

健
康
医
療
ダ
イ
ヤ
ル
24
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
皆
さ
ん
が
、

育
児
や
介
護
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
、
急
な
体
調
不
良
な
ど
で
お

困
り
の
際
、
医
師
・
看
護
師
・

保
健
師
な
ど
が
24
時
間
・
年
中

無
休
で
電
話
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
９
月
４
日
に
は
「
救

急
・
災
害
を
考
え
る
集
い
」
が

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
で
行
わ

れ
、
９
月
10
日
に
は
「
終
わ
り

よ
け
れ
ば
」
い
せ
の
会
の
主
催

に
よ
り
、
施
設
ホ
ス
ピ
ス
と
在

宅
ケ
ア
を
考
え
る
講
演
会
が
開

催
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
医
療
に

と
っ
て
大
切
な
イ
ベ
ン
ト
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
健
康
」
と
い
う
言
葉
は
、

「
健
体
康
心
」
と
い
う
中
国
の

言
葉
が
語
源
で
、
健
や
か
な
体

と
、
安
ら
か
な
心
を
保
つ
こ
と

が
大
切
だ
と
い
う
意
味
だ
そ
う

で
す
。

　

一
人
一
人
が
健
康
に
な
る
こ

と
で
、
町
全
体
が
元
気
に
な
り

ま
す
。
健
康
文
化
都
市
宣
言
を

し
て
い
る
伊
勢
市
と
し
て
、
ぜ

ひ
、
日
ご
ろ
の
心
と
体
の
健
康

管
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

伊勢市健康医療ダイヤル24
通話料無料　24時間受け付け　年中無休

　0120－ －
悩む前に、まずはお電話ください

秘
書
課
（
☎
㉑
５
５
０
４
）

　

市
で
は
、
市
長
が
考
え
る
政

策
の
実
現
や
市
政
運
営
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
８
月
１

日
、
松
本
久
雄
さ
ん
を
市
長
特

別
顧
問
に
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

松
本
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た

り
経
済
界
で
活
躍
さ
れ
た
実
績

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
政
全
般

に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
と
と
も

に
、
特
に
首
都
圏
に
お
け
る
情

報
発
信
お
よ
び
情
報
収
集
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
意
見
を
い
た

だ
く
こ
と
と
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
長
の
求
め

に
応
じ
、
関
係
機
関
と
の
調
整

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

任
期　

平
成
23
年
８
月
１
日
〜

平
成
25
年
11
月
14
日（
報
酬
な

し
）

プロフィール
　昭和16年７月、伊勢市岩渕１丁目に
生まれる。現在70歳。伊勢高等学校、
中央大学法学部を卒業し、昭和39年に
岡三証券株式会社に入社。同社では営
業本部長・専務取締役などを歴任し、
平成16年に岡三興業株式会社取締役
社長に就任、今年６月に退任した。㈳
伊勢市観光協会が任命する観光御師と
しても活躍中。現在は伊勢市に在住。

　生まれ育った伊勢市を長年離れてい
る間に、伊勢市への想いが非常に強く
なりました。これまでの経験を生かし、
微力ながら、ふるさとへのご恩返しが
できればと思っております。

松
本
久
雄
さ
ん
を

市
長
特
別
顧
問
に
委
嘱

－ －－

※電話番号は、市内在住者のみ紙面でお知らせ
　しています。
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市民交流課（☎㉑5549）

　市では、
市民等（※

）や行政に
よる協働の

まちづくり

を推進する
ため、「協働

の基本ルー
ル」を策定

しました。

　市内では
、これまで

も防災・防
犯、福祉、環

境、観光、

イベント活
動など、さ

まざまな分
野で協働事

業が行わ

れています
が、このル

ールの策定
を機会に、

今後一層、

協働を推進
していきた

いと考えて
います。

　このルー
ルは、協働

のまちづく
りに取り組

むための基

本的な考え
方や手順を

示していま
す。その主

な内容を

紹介します
。

※市民等と
は、自治会

・老人会な
どの地縁組

織や、Ｎ

ＰＯ法人・
ボランティ

ア団体など
の市民活動

団体、企業

や大学など
を含めます

。

　

協
働
と
は
、
市
民
等
や
行
政

な
ど
の
多
様
な
主
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
や
特
徴
を
生

か
し
、
お
互
い
の
自
主
性
を
尊

重
し
な
が
ら
、
対
等
の
立
場
で

役
割
分
担
を
行
い
、
支
え
合
い

な
が
ら
活
動
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、協
働
の
手
法
に
は「
補

助
・
助
成
・
協
賛
」「
共
催
」「
委

託
」「
後
援
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

協
働
と
は
？

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

進
展
、
核
家
族
化
な
ど
の
社
会

構
造
の
変
化
に
よ
り
、
地
域
の

つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
、
公
共

の
領
域
で
解
決
す
べ
き
課
題
が

数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
公
共
の
領
域
は

行
政
が
担
う
も
の
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
行
政
主
導
の

画
一
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
で
は

複
雑
化
・
多
様
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
近
年

で
は
、
市
民
も
公
共
の
問
題
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
自
己
実
現

や
社
会
参
画
を
図
る
な
ど
、
意

識
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
等
が
行
政
と
共
に
公
的

な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
関
わ
っ

て
い
く
こ
と
は
、
新
し
い
公
共

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
く
こ
と

で
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
な
が
り
ま

す
。

な
ぜ
協
働
が
必
要
な
の
？

・・
市
民
満
足
度
の
向
上

・・
市
民
目
線
の
行
政

・・
市
民
自
治
の
推
進

・・
地
域
内
連
携
の
向
上

　

多
様
な
主
体
が
、
お
互
い
の

力
を
持
ち
寄
っ
て
協
働
す
る
こ

と
に
よ
り
、
相
乗
効
果
を
発
揮

し
て
、
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
、

市
民
満
足
度
が
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
に
は
な
い
ア
イ

デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ（
知
識
や
技

術
）
で
、
市
民
目
線
の
事
業
が

実
施
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

主
体
的
に
地
域
の
課
題
に
取
り

組
む
機
会
が
増
え
る
こ
と
で
、

市
民
自
治
の
推
進
、
地
域
内
連

携
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

協
働
す
る
と
ど
う
な
る
の
？
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下
水
道
の
日
は
、
昭
和
36
年

に
下
水
道
の
全
国
的
な
普
及
を

図
る
た
め
全
国
下
水
道
促
進
デ

ー
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

下
水
道
の
役
割

　

下
水
道
は
、
工
場
か
ら
の
排

水
や
、
家
庭
の
台
所
・
風
呂
・

ト
イ
レ
な
ど
か
ら
出
た
水
を
汚

水
と
し
て
、
下
水
道
管
を
通
じ

て
下
水
処
理
場
へ
集
め
、
浄
化

し
て
自
然
に
返
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
雨
は
雨
水
と
し
て
、

別
の
下
水
道
管
や
水
路
を
通
っ

て
、
河
川
や
海
に
流
れ
て
い
ま

す
。

下
水
道
の
効
果

・・
浄
化
槽
を
設
置
し
な
く
て
も

水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
る

・・
河
川
や
海
の
環
境
を
守
る

・・
悪
臭
・
害
虫
の
発
生
を
防
ぐ

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

　

み
ん
な
が
下
水
道
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
側
溝
・
河
川
・
海

な
ど
の
水
質
汚
濁
を
防
ぎ
、
生

活
環
境
や
自
然
環
境
を
改
善
し

ま
す
。

　

清
潔
で
住
み
良
い
暮
ら
し
を

実
現
す
る
た
め
、
下
水
道
が
整

備
さ
れ
て
い
る
区
域
で
は
、
早

期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

伊
勢
市
の
下
水
道
普
及
率

　

平
成
23
年
３
月
末
現
在
の
下

水
道
普
及
率
は
、
約
38
・
１
％

に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

順
次
、
下
水
道
の
整
備
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

工
事
中
は
、
道
路
の
通
行
規

制
な
ど
に
よ
り
、
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下水道の日

「下水道　生きものすべての　いのちのわ」
（平成23年度下水道推進標語）

９月10日は
上下水道総務課（☎421504）

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

　

協
働
の
形
態
に
は
、
市
民
等

と
行
政
の
協
働（
官
民
協
働
）と

市
民
等
と
市
民
等
の
協
働（
民

民
協
働
）が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
協
働
の
領
域
に
は
、

主
と
し
て
市
民
等
の
責
任
と
主

協
働
の
領
域

　

市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の

前
進
に
よ
っ
て
市
民
満
足
度
を

向
上
し
、
住
ん
で
い
て
良
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
、
今
後
も
ず

っ
と
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る

ま
ち
「
伊
勢
市
」
を
つ
く
る
た

め
に
、
市
民
等
と
行
政
が
一
緒

に
考
え
、
協
力
し
て
取
り
組
む

協
働
の
体
制
を
一
層
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

協
働
の
推
進

体
性
の
も
と
に
行
政
の
協
力
に

よ
っ
て
行
う
領
域
か
ら
、
主
と

し
て
市
民
等
の
参
加
を
得
な
が

ら
行
政
の
主
体
性
の
も
と
に
行

う
領
域
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
段

階
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
領
域
で

協
働
す
る
か
は
、
お
互
い
に
協

議
し
ま
す
。

「時代が動くとき」（山岡義典著、ぎょうせい、1999年）をもとに作成

官民協働の主な事例
　協働のまちづくりは、特別なことで

はありません。

　これらの事業は、すでに市民等と

行政が連携して取り組んでいます。

・・ふるさと未来づくり

・・自主防災隊補助事業

・・市役所の総合案内業務

・・放課後児童クラブの管理運営

・・住民参加による公園づくり

・・伊勢まつり



10広報いせ ●平成23年９月１日号

　保育所（園）は、保護者が仕事や病気などにより家庭での保育
が困難な場合に、子どもを預かっています。

入所資格　市内に住所を有し、次のいずれかの理由により保護者
が保育できない子ども
・・保護者が家庭外で働いている
・・保護者が家庭内で家事以外の仕事をしている
・・保護者が妊娠中または出産後間がない
・・保護者に疾病または障がいがある
・・家庭内に病人などが居て、保護者が常時看護している
・・災害に遭い、保護者がその復旧に当たっている

申し込み　10月３日㈪～20日㈭に、入所申込書（９月１日㈭から各
保育所で配布）を、第一希望の保育所へ
※現在入所している保育所を引き続き希望する場合は、入所申込
書の提出は不要です。

保育料　保護者などの所得税・市民税額により決定
※給食費は、３歳以上児から主食費のみ必要です。

保育時間　午前８時30分～午後４時30分（月曜日～土曜日）
・・延長保育…家庭の状況により、下表の開所時間内で保育時間を
延長できます。（右表の時間帯は、別途延長保育料が必要）

延長保育料が必要な時間帯
保育所名 時間帯

保育所きらら館

18:00 以降

船江保育園

たけのこ保育園

みややま保育園

なかよし保育所

えがお保育園

あけの保育園

大世古保育所 18:15 以降

豊浜西保育所 18:30 以降

保育所
保育所名 所在地 電話番号 開所時間 保育開始年齢 定員

公
立

明倫保育所 吹上 2丁目 11-42 ㉘ 6775 7:30 ～ 18:30 生後 3カ月  90 人
浜郷保育所 黒瀬町 1637 ㉒ 1964 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月 120人
大世古保育所 大世古 4丁目 2-13 ㉕ 3676 7:15 ～ 19:15 生後 3カ月 150人
保育所きらら館 常磐 2丁目 4-40 ㉑ 4555 7:00 ～ 19:00 生後 3カ月  60 人
二見浦保育園 二見町荘 2068-1 43 2261 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 200人
五峰保育園 二見町山田原 446-1 43 4300 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 100人
高城保育園 二見町今一色 874-398 43 3074 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月  60 人
あけぼの園 小俣町明野 1653 ㉒ 2665 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 100人
しらとり園 小俣町湯田 359 ㉒ 2735 7:30 ～ 18:00 2 歳  60 人
ゆりかご園 小俣町本町 444 ㉒ 2016 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 120人
御薗第一保育園 御薗町長屋 416-1 ㉒ 1574 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 180人
御薗第二保育園 御薗町高向 731 ㉘ 7300 7:30 ～ 18:00 生後 6カ月 150人

私
立

大湊保育園 大湊町 1080-1 36 3260 7:30 ～ 17:30 生後 3カ月  80 人
一色保育園 一色町 1316 ㉒ 2037 8:00 ～ 17:30 生後 3カ月 120人
村松保育園 村松町 143-1 37 2197 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月  45 人
船江保育園 船江 3丁目 11-43 ㉘ 1532 7:00 ～ 19:00 生後 3カ月  90 人
たけのこ保育園 常磐町 74-5 ㉕ 6618 7:00 ～ 19:00 生後 43日 100 人
マリア保育園 岡本 1丁目 2-33 ㉕ 7490 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月 120人
東大淀保育園 東大淀町 2-12 37 1239 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月 80人
豊浜西保育所 磯町 1736 37 0883 7:30 ～ 19:00 生後 3カ月 120人
みどり保育園 矢持町 426 39 1330 8:30 ～ 17:00 生後 3カ月  60 人
有滝保育園 有滝町 2102-55 37 4548 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月  60 人
中須保育園 中須町 416-43 ㉔ 9258 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月  100 人
佐八保育園 佐八町 728-2 39 0055 7:30 ～ 18:00 生後 3カ月 70人
みややま保育園 旭町 348 ㉕ 7160 7:00 ～ 19:00 生後 3カ月  90 人
なかよし保育所 勢田町 642-3 ㉔ 0570 7:00 ～ 20:00 生後 42日  45 人
えがお保育園 小俣町元町 569 ㉑ 1031 7:00 ～ 19:00 生後 6カ月  60 人
あけの保育園 小俣町新村 558-20 ⑳ 7160 7:00 ～ 19:00 生後 3カ月  90 人

※定員は、変更する場合があります。
※さくらぎ保育所については、平成 24年度の新規入所児は募集しません。

保育所（園）

保育所（園）・認定こども園運営経費〔平成23年度予算〕
29億 7,055万 7千円（うち保育料、国・県負担金など
収入12億7,009万 9千円）
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平成 24年度

幼稚園
　幼稚園は、生涯にわたる教育の基礎を培う
ものとして、幼児の健やかな成長のために適
切な環境を通して、その心身の調和のとれた
発達を促す場です。
　毎日のさまざまな遊びや活動を通して、感
性を育て、創造性を豊かにするとともに、子
どもたちの健やかな育ちを支援します。

公立幼稚園
入園資格　市内に住所を有し、次のいずれかに該当する幼児
・・５歳児…平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ
・・４歳児…平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれ
・・３歳児…平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれ
申し込み　10月３日㈪～20日㈭・午前８時30分～午後５時に、
入園願書（各幼稚園にあります）を、入園を希望する幼稚園へ

私立幼稚園
　預かり保育、満３歳児の途中入園、２歳児子育て支援保育
を実施しています。

申し込み　９月１日㈭から、各幼稚園へ

公立幼稚園
幼稚園名 所在地 電話番号 対象 定員
神社幼稚園 神社港 295-20 36 2631

4・5歳児 各 50人北浜幼稚園 村松町 3280-6 37 4099
城田幼稚園 上地町 1537-4 ㉔ 7077
小俣幼稚園 小俣町本町 1 ㉒ 4902

3 ～ 5歳児
200人

明野幼稚園 小俣町明野 1481 38 1234 70 人

私立幼稚園
幼稚園名 所在地 電話番号

有緝幼稚園 船江 2丁目 2-29 ㉓ 5225
中島幼稚園 中島 2丁目 13-4 ㉘ 2438
明倫幼稚園 岡本 1丁目 18-65 ㉘ 4094
常盤幼稚園 岩渕 1丁目 6-32 ㉘ 4420
まるこ幼稚園 一之木 1丁目 8-3 ㉘ 5310
神宮高倉山幼稚園 八日市場町 17-20 ㉘ 4248
神宮五十鈴川幼稚園 宇治中之切町 38-2 ㉒ 4550
双康幼稚園 黒瀬町 562-13 ㉒ 7890
ゆたか幼稚園 御薗町王中島 23 ㉒ 3480
暁の星幼稚園 小俣町本町 1336 ㉒ 0689
和順幼稚園 小俣町元町 214-3 ㉘ 1121
※修道幼稚園は、平成 24年度から（仮称）修道こども
園となる予定です。（下記参照）

　認定こども園は、幼稚園と保育所の両方の機能を併せ
持つ施設です。市内には、次の２園があります。認定こども園

【公立】
しごうこども園
（一宇田町 891-1、☎㉕ 6160）

短時間部 長時間部

入園資格
市内に住所を有する4・5歳
児（平成18年 4月2日～平
成 20年 4月1日生まれ）

保育所の入所資格と同じ
（生後3カ月から）

定員 30人 70人

保育時間
9:00 ～ 14:00

（預かり保育有り）
7:30 ～ 18:00

保育料 定額
保護者などの所得税・
市民税額により決定

申し込み 10月 3日㈪～ 20日㈭に、入園申込書を同園へ

【私立】
（仮称）修道こども園　〔平成24年４月開園予定〕
（楠部町48-40、☎㉘1565［（現）修道幼稚園］）

幼稚園部 保育園部

入園資格
3～5歳児（平成18年 4
月2日～平成 21年 4月
1日生まれ）

保育所の入所資格と同じ
（生後6カ月から）

定員 60人 83人

保育時間
9:00 ～ 14:30

（預かり保育有り）
7:30 ～ 18:00

保育料 定額
保護者などの所得税・市
民税額により決定

申し込み
9月1日㈭～26日㈪に、
入園申込書を同園へ

10月4日㈫～20日㈭に、
入園申込書を同園へ

幼稚園について…学校教育課（☎㉒7881）
保育所・認定こども園について…こども課（☎㉑5579）

公立幼稚園運営経費〔平成23年度予算〕　1億 8,476万 8千円（うち保育料収入1,637万 6千円）
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市
の
人
事
行
政
の

あ
ら
ま
し

職
員
数
に
つ
い
て
…
職
員
課
人
事
係
（
☎
㉑
５
５
０
５
）

給
与
に
つ
い
て
…
職
員
課
給
与
厚
生
係
（
☎
㉑
５
５
０
６
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
市
職
員
の
給
与
や
職
員
数
な
ど
に
つ
い
て

知
っ
て
い
た
だ
き
、
人
事
行
政
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
そ
の

あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
度
の
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、「
最
小
の
職
員
数

で
、
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」

こ
と
を
目
的
に
、
定
員
管
理
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
職
員
数
を
最
小
限

に
抑
え
、
部
門
ご
と
に
適
切
な

職
員
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
住

民
負
担
を
抑
え
な
が
ら
、
貴
重

な
人
材
を
活
用
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　

定
員
管
理
に
つ
い
て
は
、
平

成
20
年
度
に
策
定
し
た
「
伊
勢

市
定
員
管
理
計
画
」に
基
づ
き
、

総
職
員
数
の
削
減
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
平
成
25
年
４
月
ま
で

の
５
年
間
で
職
員
１
６
５
人
の

削
減
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
22
年
４
月
１
日

〜
平
成
23
年
４
月
１
日
に
、
事

務
事
業
の
統
合
や
整
理
な
ど
を

行
っ
た
結
果
、
59
人
を
削
減
し

ま
し
た
。

職
員
数
な
ど

　

市
職
員
の
給
与
は
、
民
間
事

業
所
や
国
・
県
・
他
市
町
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
条
例
な
ど

で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

給
与
な
ど

人件費
89 億

7,168 万 5 千円
（19.6％）

人件費
89 億

7,168 万 5 千円
（19.6％）

人件費
89 億

7,168 万 5 千円
（19.6％）

扶助費
86 億

5,202 万 4 千円
（18.9％）

扶助費
86 億

5,202 万 4 千円
（18.9％）

扶助費
86 億

5,202 万 4 千円
（18.9％）

公債費
57 億

3,169 万 1 千円
（12.5％）

公債費
57 億

3,169 万 1 千円
（12.5％）

公債費
57 億

3,169 万 1 千円
（12.5％）

投資的経費
62 億

6,586 万 4 千円
（13.7％）

投資的経費
62 億

6,586 万 4 千円
（13.7％）

投資的経費
62 億

6,586 万 4 千円
（13.7％）

そのほか
161億

3,659 万 1 千円
（35.3％）

そのほか
161億

3,659 万 1 千円
（35.3％）

そのほか
161億

3,659 万 1 千円
（35.3％）

（平成22年度一般会計決算額）

歳出総額
457億 5,785 万 5千円

※人件費には、一般職員の給与のほか、市長・副
市長の給与や、議員・その他の非常勤特別職の報
酬を含んでいます。

人件費の割合

給料
39 億
8,870 万
9 千円

（65.7％）

給料
39 億
8,870 万
9 千円

（65.7％）

給料
39 億
8,870 万
9 千円

（65.7％）

期末勤勉手当
14 億
3,251 万
1 千円

（23.6％）

期末勤勉手当
14 億
3,251 万
1 千円

（23.6％）

期末勤勉手当
14 億
3,251 万
1 千円

（23.6％）

職員手当
6億5,085 万
1 千円

（10.7％）

職員手当
6億5,085 万
1 千円

（10.7％）

職員手当
6億5,085 万
1 千円

（10.7％）

給与費
合計  60 億

7,207 万 1千円
職員数1,043人
1人当たり582万2千円（　　　　　　　）

※職員手当には、退職手当・退職手当組合負担金
は含まれていません。

（平成22年度一般会計決算額）
一般職員の給与の内訳

初任給 経験年数 ･学歴別平均給料月額 平均給料月額
（平均年齢）10年 15年 20年

大学卒 178,800 円 265,490 円 303,621 円 350,182 円 324,654 円
（41歳 4月）高校卒 149,800 円 214,650 円 273,400 円 311,550 円

※病院職員・消防職員・保育職員などを除く一般行政職の金額です。

職員の初任給、経験年数・学歴別平均給料、平均給料 （平成23年 4月 1日現在）

自己都合 定年・勧奨
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

勤続 35年 47.50 月分 59.28 月分

勤続 25年 33.50 月分 41.34 月分

勤続 20年 23.50 月分 30.55 月分

退職手当

※定年前早期退職特例措置 (2％～ 20％加算 )
※ 1人当たり平均支給額（平成 22年決算額）
　　自己都合　　467万 5千円
　　定年・勧奨　2,449 万 7千円

（平成23年 4月 1日現在）

期別 期末手当 勤勉手当 合計
６月期 1.225 月分 0.675 月分 1.90 月分

12月期 1.375 月分 0.675 月分 2.05 月分

※職制上の段階、職務の等級などによる加算措置有
り。（加算割合５％～ 15％）

期末勤勉手当 （平成23年 4月 1日現在） 時間外勤務手当
（平成22年度決算額）

支給総額
2億 6,035 万 3千円

１人当たり
27万 3,480 円
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（各年4月 1日現在）
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成23年 平成 22年

一般行政
部門

議会 6人 7人 -1 人

 ・ ・業務の見直し・効
　率化、退職者の補
　充抑制などによる
　減
 ・ ・機構改革による組
　織の見直し

総務 154人 163 人 -9 人
税務 52人 52人 0人
民生 198人 203 人 -5 人
衛生 116人 129 人 -13 人
労働 2人 2人 0人

農林水産 25人 24人 +1 人
商工 26人 26人 0人
土木 97人 103 人 -6 人
小計 676人 709 人 -33 人

特別行政
部門

教育 138人 147 人 -9 人  ・ ・業務の見直し・効率
　化、退職者の補充
　抑制などによる減

消防 189人 189 人 0人
小計 327人 336 人 -9 人

公営企業等
会計部門

病院 320人 335 人 -15 人
  ・  ・医師・看護師など
　の退職による減

水道 36人 38人 -2 人
下水道ほか 83人 83人 0人
小計 439人 456 人 -17 人

合計 1,442人 1,501人 -59 人
※職員数には、伊勢広域環境組合派遣職員の人数は含まれていません。

職員数と主な増減理由

平成22
年度中途
採用者数

平成23
年 4月採
用者数

平成22年度退職者数
定年
退職

勧奨
退職

普通退
職ほか 合計

一般行政など 0人 8人 20人 11人 11人 42人
教育 0人 5人 6人 1人 7人 14人
病院 12人 5人 3人 3人 30人 36人
消防 0人 10人 9人 1人 0人 10人
合計 12人 28人 38人 16人 48人 102人

採用者数と退職者数

（平成22年度）
分限処分 懲戒処分

免職 降任 休職 免職 停職 減給 戒告
市長部局など 0人 0人 10人 0人 1人 2人 0人
教育 0人 0人 3人 0人 0人 0人 0人
合計 0人 0人 13人 0人 1人 2人 0人

分限処分・懲戒処分

※分限処分は、疾病などのため、職員が職責を十分に
果たすことができない場合に、公務能率を維持するこ
とを目的として行う職員に対する不利益処分です。
※懲戒処分は、職員が公務員としてふさわしくない非
違行為を行った場合に、公務秩序を維持し、その職員
の責任を問うことを目的として行う職員に対する制裁
措置です。

内容

扶養手当

・・配偶者…13,000 円
・・配偶者以外の扶養親族…１人につき 6,500 円
　※配偶者がいない場合は、１人目のみ 11,000 円。
　※ 16歳～ 22歳の扶養親族は、１人につき 5,000 円を加算。

住居手当 ・・借家・借間居住者…最高支給額 27,000 円

通勤手当
・・交通機関利用者…定期代を全額支給（限度額は 55,000 円）
・・交通用具利用者（自家用車など）
　…通勤距離（片道２㎞以上）に応じて 2,500 円～ 16,000 円

扶養手当・住居手当・通勤手当（月額） （平成23年 4月 1日現在） 特殊勤務手当

 支給総額　2,779 万 6千円
（１人当たり29,633 円）

手当の種類（平成23年４月１日現在）
　・・税務等調査交渉従事手当
　・・行旅病人、同死亡人取扱手当
　・・心身障害児通園施設勤務手当
　・・清掃業務等従事手当
　・・公害、防疫業務従事手当
　・・危険業務従事手当
　・・変則勤務手当
　・・消防手当
　・・災害時出動手当

管理職手当 管理職員特別勤務手当
（休日に勤務したときの手当）

部長 月額 69,000 円
１回につき 8,500 円

次長・参事 月額 55,000 円
課長 月額 49,000 円

１回につき 7,000 円
副参事 月額 40,000 円

管理職手当・管理職員特別勤務手当 （平成23年 4月 1日現在）

給料月額 期末手当 退職手当

市　長 1,010,000 円    ６月期 1.90 月分
  12 月期 2.05 月分
（20％の加算措置有り）

450/100
　×勤務年数×給料月額

副市長 783,000 円
280/100
　×勤務年数×給料月額

議　長 566,000 円    ６月期 1.40 月分
  12 月期 1.55 月分
（20％の加算措置有り）

副議長 508,000 円
議　員 450,000 円

特別職の報酬等 （平成23年 4月 1日現在）

※特別職の給料・報酬などは、公正を期すため、市内の各分野の代表者・有識
者などで構成する「特別職報酬等審議会」で審議され、条例で定められています。

（平成22年度決算額）

合併協議会の確認事項の取り扱いについて
　平成17年の市町村合併に当たり、「給与格差是正のた
め、現状を分析し、給与水準の高い団体職員については、

課長級以上職員３％及び課長補佐級以下職員の給与削

減を実施」という合併協議会での確認事項がありました。

　これは、旧４市町村職員の給与格差を是正するため

のものでしたが、何ら過失のない一部の職員のみの給

料を減額することは、過去の判例などに照らし、法的

な問題があることから実施を見送りました。

　しかし、合併協議会の確認事項を履行する必要があ

ることから、給料表の見直しや、国の人事院から報告

された「給与構造改革」、定期昇給の停止などの実施に

より、給与水準の引き下げを行いました。「給与構造改

革」では、給料は平均4.8％、特に課長級以上職員など
の中高齢層では最高７％の引き下げとなります。

　なお、伊勢市職員の給与水準は、合併時には高い順

から５番目でしたが、現在は県下14市のうち10番目と
なっています。

　以上のことから、合併協議会の確認事項ついては、

給与格差是正の方法を変更し実施しましたが、市民の

皆様への周知が十分でなかったことにつきまして、お

詫び申し上げます。
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ら
１
カ
月
を
経
過
す
る
日
ま
で

の
期
間
は
、
別
に
定
め
る
割
合

を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
市
税
を

納
め
な
か
っ
た
人
に
は
、
納
期

限
後
20
日
以
内
に
督
促
状
を
送

付
し
ま
す
。

　

督
促
状
を
送
付
し
た
日
か
ら

起
算
し
て
10
日
を
経
過
し
た
日

ま
で
に
、
そ
の
市
税
を
納
め
な

い
場
合
は
、
や
む
を
得
ず
法
律

に
基
づ
く
滞
納
処
分
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
納
税
者
が
自
主
的

に
納
付
し
な
い
場
合
に
、
納
税

者
の
財
産
か
ら
強
制
的
に
徴
収

す
る
た
め
の
法
的
に
行
う
手
続

き
で
す
。

差
し
押
さ
え

　

滞
納
者
の
財
産（
預
金
・
給

与
・
生
命
保
険
・
不
動
産
な
ど
）

を
差
し
押
さ
え
ま
す
。

財
産
の
処
分

　

差
し
押
さ
え
後
も
、
理
由
も

督
促
状
を
送
付
し
ま
す

市税を滞納すると
　滞納処分となります

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
だ
く
税
金
は
、
安
心
・
安
全

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
上
で
、
と
て
も
大
切

な
財
源
で
す
。

　

し
か
し
、
長
引
く
景
気
の
低

迷
な
ど
を
背
景
に
、
納
期
内
に

納
付
さ
れ
に
く
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
期
限
ま
で
に
市

税
を
納
め
て
い
た
だ
い
た
人
と

の
公
平
性
を
保
つ
と
と
も
に
、

税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、
滞

納
者
に
対
し
て
滞
納
処
分
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
市
税
を

納
付
し
て
い
な
い
人
は
、
早
急

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
ま
で
に
市
税
を
納
め

ら
れ
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

延
滞
金
は
、
滞
納
税
額
に
滞

納
日
数
と
年
14
・
６
％
の
割
合

を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。（
滞

納
税
額
１
万
円
に
つ
き
１
日
当

た
り
４
円
と
な
り
ま
す
）

※
た
だ
し
、
納
期
限
の
翌
日
か

な
く
滞
納
が
続
い
た
場
合
は
、

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
な
ど
を

公
売
・
換
価
し
、
滞
納
市
税
に

充
て
ま
す
。

　

市
で
の
滞
納
整
理
が
困
難
な

事
案
は
、
三
重
地
方
税
管
理
回

収
機
構
へ
徴
収
権
を
引
き
継
ぎ
、

滞
納
整
理
が
行
わ
れ
ま
す
。

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構

と
は
？

　

県
内
全
域
の
市
町
税
の
徴
収

を
専
門
に
行
う
広
域
的
組
織
で

す
。
滞
納
事
案
を
市
町
か
ら
引

き
受
け
、
差
し
押
さ
え
・
公
売

な
ど
の
滞
納
処
分
を
前
提
に
、

滞
納
整
理
を
行
い
ま
す
。

　

け
が
や
病
気
・
失
業
・
事
業

不
振
な
ど
、
特
別
な
事
情
で
一

時
的
に
納
期
内
に
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
、
納

税
計
画
を
守
る
こ
と
を
条
件
に
、

分
割
納
付
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

延
滞
金
が
掛
か
り
ま
す

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す

  

三
重
地
方
税
管
理
回
収
機
構
へ  

  

移
管
し
ま
す

事
情
が
あ
る
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い

滞納発生

督促状の送付
文書催告

財産調査
給与調査

債権差し押さえ
給与差し押さえ
不動産差し押さえ

財産換価

滞納市税に充当

収税課（☎㉑5536）
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往
復
は
が
き
の
書
き
方

対
象　

18
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　

９
月
12
日
㈪
（
必

着
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
入（
下
図
参
照
）

し
、
サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
へ

※
１
つ
の
教
室
に
つ
き
１
枚
の

み
受
け
付
け
ま
す
。

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
公
開

抽
選
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

平
成
22
年
度
前
期
・
後
期
、
平

成
23
年
度
前
期
の
３
期
の
う
ち
、

受
講
経
験
が
１
期
以
内
の
人
を

優
先
し
ま
す
。

■
公
開
抽
選

と
き　

９
月
13
日
㈫
、
午
前
10

時
〜

と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

※
受
講
の
可
否
は
、
は
が
き
で

通
知
し
ま
す
。

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢
（
☎
㉘
１
２
６
６
）

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕
６
５
６
万

６
千
円

サンライフ伊勢　後期教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）
教室名 講師 とき 開講日 回数 定員 受講料

趣
味
づ
く
り

陶芸 奥田　丈士 第1・3月曜日 18：30～20：30 10／3 12回 30人 3,600円

パッチワーク 上田理恵子 第2・4水曜日 10：00～12：00 10／12 12回 35人 4,100円

ペン習字
１ 髙尾　紫岳 第1・3木曜日 10：00～12：00 10／6 12回 40人 4,100円

２ 髙尾　紫岳 第1・3金曜日 18：00～20：30 10／7 12回 40人 4,100円

絵手紙 小西伊津子 第2・4木曜日 10：00～12：00 10／13 12回 30人 4,100円

カラオケ

１ 中山　　茂 毎週水曜日 13：30～15：30 10／5 21回 45人 6,800円

２ 森山　孝志 毎週水曜日 18：30～20：30 10／5 21回 45人 6,800円

３ 更家　みほ 毎週木曜日 18：30～20：30 10／6 21回 45人 6,800円

型紙 鮎澤　行彦 第2・4金曜日 13：30～15：30 10／14 12回 35人 4,100円

実用書道 髙尾　紫岳 第1・3土曜日 10：00～12：00 10／1 12回 40人 4,100円

籐工芸 北村恵乃子 第2・4月曜日 10：00～12：00 10／17 12回 25人 4,100円

茶道（裏千家） 山本　宗藤 第1・3月曜日 10：00～12：00 10／3 12回 25人 4,100円

健
康
づ
く
り

卓球
１ 中島　良浩 毎週水曜日 13：30～15：30 10／5 21回 35人 6,800円

２ 田畑　　浩 毎週金曜日 12：45～14：45 10／7 21回 35人 6,800円

気功 原　　宣之 毎週木曜日 13：30～15：00 10／6 21回 40人 6,800円

３B体操 寺田　育子 毎週金曜日 15：00～16：00 10／7 21回 40人 6,300円

ヨガ 山下　ミキ 毎週土曜日 13：30～14：30 10／1 21回 25人 6,800円

太極拳（楊名時）
１ 浜千代悦子 毎週木曜日  9：45～10：45 10／6 21回 50人 6,300円

２ 江﨑千鶴子 毎週土曜日  9：45～10：45 10／1 21回 50人 6,300円

レクダンス 平沼美智子 毎週土曜日 13：30～14：30 10／1 21回 50人 6,300円

骨盤歪み改善
ストレッチ

辻出　美香 第2・4土曜日 11：00～12：00 10／8 12回 50人 3,600円

３Bフィットネス 河嶋　加恵 毎週木曜日 19：00～20：30 10／6 21回 50人 6,300円

※都合により、講師・日程などを変更する場合があります。
※受講希望者が少ない教室は開催しない場合があります。
※受講料のほか、別途教材費などが必要となる教室があります。

サ
ン
ラ
イ
フ
伊
勢

後
期（
10
月
〜
３
月
）教
室

受
講
者
を
募
集
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毎
日
を
健
康
で
心
豊
か
に
過

ご
す
た
め
、
生
涯
学
習
の
「
き

っ
か
け
づ
く
り
」
と
し
て
、
初

心
者
の
人
を
対
象
に
公
民
館
講

座
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人
で
、
開
講
期
間
を
通
し
て

受
講
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

受
講
料　

１
講
座
に
つ
き
１
０

０
０
円（
別
途
材
料
費
な
ど
が

必
要
）

申
し
込
み　
９
月
12
日
㈪（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入（
下

図
参
照
）
し
、
次
の
申
し
込
み

先
へ

・・
二
見
公
民
館
講
座
…
二
見
公

民
館（
〒
519

－

0609
二
見
町
茶
屋

２
０
９
）

・・
御
薗
公
民
館
講
座
…
御
薗
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー（
〒
516

－

0806

御
薗
町
上
條
１
１
７
３

－

１
）

・・
小
俣
公
民
館
講
座
…
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
〒
519

－
0592

小
俣
町
元
町
５
４
０
）

※
何
講
座
で
も
応
募
で
き
ま
す

が
、
１
枚
の
往
復
は
が
き
で
１

講
座
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

※
同
一
講
座
へ
の
重
複
申
し
込

み
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

※
過
去
３
年
間
に
同
一
講
座
を

受
講
し
た
人（
受
講
途
中
で
キ

ャ
ン
セ
ル
し
た
人
を
含
む
）
の

申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
し
込
み
が
10
人
に
満
た
な

い
場
合
は
、
講
座
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
公

開
抽
選
と
な
り
ま
す
。

公
開
抽
選

と
き　

９
月
16
日
㈮
、
午
後
２

時
〜

と
こ
ろ　

小
俣
公
民
館

※
各
講
座
の
受
講
可
否
に
つ
い

て
は
、
９
月
下
旬
に
、
応
募
者

全
員
に
返
信
用
は
が
き
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

往
復
は
が
き
の
書
き
方

■
二
次
募
集
に
つ
い
て

　

開
講
が
決
定
し
た
講
座
で
、

定
員
に
余
裕
が
あ
る
講
座
に
つ

い
て
は
、
二
次
募
集
を
行
い
ま

す
。

　

９
月
20
日
㈫
か
ら
各
講
座
開

講
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
、
電

話
ま
た
は
窓
口
で
先
着
順
に
受

け
付
け
ま
す
。

※
各
講
座
の
応
募
状
況
は
、
各

講
座
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
二
次
募
集
に
つ
い
て
は
、
過

去
３
年
間
に
同
一
講
座
を
受
講

し
た
人
で
あ
っ
て
も
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

■
そ
の
他

※
講
座
の
開
講
確
定
は
９
月
末

と
し
ま
す
。

※
講
座
に
よ
っ
て
は
、
都
合
に

よ
り
講
師
・
日
程
・
時
間
・
教

材
費
な
ど
を
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
各
講
座
開
講
日
の
１
週
間
前

ま
で
を
キ
ャ
ン
セ
ル
可
能
期
間

と
し
、
そ
れ
以
降
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
受
講
料
・
材
料

費
な
ど
を
徴
収
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
講
座
開
始
時
刻
の
１
時
間
前

に
暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、休
講
と
な
り
ま
す
。

　

公
民
館
講
座
の
募
集
案
内
チ

ラ
シ
は
、
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ
課
、
二
見
公
民
館
、
御
薗
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

・・
二
見
公
民
館
講
座
…
二
見
公

民
館（
☎
42
１
１
１
７
）

・・
御
薗
公
民
館
講
座
…
御
薗
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー（
☎
36
４

５
１
１
）

・・
小
俣
公
民
館
講
座
…
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
☎
㉒
７
８

８
６
）

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
㉒
７
８
８
６
）

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕４
５
６
万
円

（
う
ち
受
講
料
収
入
55
万
円
）

〔
い
ず
れ
も
前
期
分
を
含
む
〕

後
期（
10
月
〜
３
月
）

公
民
館
講
座
の

　

 
受
講
生
を
募
集
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平成23年度後期（10月～３月） 公民館講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

講座名
内容

曜日 時間 開講日 回数 ところ 定員
講師名 持ち物

二
見
公
民
館
講
座

平家物語を読む
ー平清盛を中心にー

歴史的背景を読み解きながら、古典文学に親しみましょう。
第３土曜日 14:00～15:30 10/15 6回 二見公民館 30人
深津　睦夫 筆記用具、テキスト（詳しくは、はがきで連絡します）

英会話入門

“街角での会話”を想定して学習します。
毎週水曜日 19:00～20:30 10/5 20回 二見公民館 20人

ヤン・ダーナ
筆記用具、英和辞典・和英辞典（持っている場合）
初回に300円（ヒアリング用のテープ代）

楽しい筆ペン
日常使う祝儀袋、手紙、漢字、ことわざ、詩などを一緒に勉強します。
第２・４火曜日 13:30～15:30 10/11 10回 二見公民館 20人
村林　恵子 ボールペン、筆ペン、ノート、便箋など

フラダンス
楽しみながらフラダンスの基本を学びましょう。
第1・3金曜日 10:00～11:30 10/7 10回 二見生涯学習センター 20人
古布　啓子 運動のできる服装、飲み物、上履き（はだしでも可）

ベジフルビューティー
ビタミン・ミネラルの豊富な旬の野菜や果物で体内からきれいになりましょう。
第3木曜日 13:30～15:00 10/20 5回 二見公民館 20人
小濱　増美 タオル、初回に1,500円（5回分の材料費）

小
俣
公
民
館
講
座

ポルトガル語教室
ポルトガル語を楽しく学びましょう。
毎週月曜日 19:30～21:00 10/17 16回 小俣公民館 30人
中川ミルテス 筆記用具、テキスト代1,529円

伊勢信仰と参宮街道

人々はなぜ伊勢の大神宮を目指したのか？　県内に通じる主要五街道を歩いた経験を通
して語ります。
第1土曜日 19:00～21:00 10/1 5回 小俣公民館 30人
岡田　　登 筆記用具

男が作る男子ご飯
（男性対象）

シンプルでバランスが取れている、男子ご飯で健康的な食生活を考えましょう。
第3土曜日 9:30～12:00 10/15 6回 小俣農村環境改善センター 20人
北村　典子 エプロン、三角巾、布巾2枚、教材費（1回500円程度）

花を楽しむ
生花アレンジ、寄せ植え、プリザーブドフラワー、こけ玉作りなど行います。
原則第2金曜日 10:00～12:00 10/14 6回 小俣公民館 20人
毎回変更 ※はがきで連絡します。

布花教室

白い布を花や葉の形にカットし、特殊な染料で絵を描くように染め上げ、ワイヤーやボンド・
こてなどを使い、表情を出して仕上げます。
第1・3金曜日 10:00～12:00 10/7 12回 小俣公民館 15人
羽生くすみ ※初回に説明します。（材料費は1作品につき1,000円～2,000円）

伊勢型紙教室
伝統の伊勢型紙を楽しみましょう。
第4水曜日 13:30～15:30 10/26 6回 小俣公民館 15人
橋丸　正廣 カッター、下敷き（購入希望者は申し込みはがきに明記。別途800円程度が必要）

絵手紙教室
筆1本で、誰でも簡単に絵手紙が楽しめます。
第2・4火曜日 10:00～12:00 10/11 12回 小俣公民館 20人
小西伊津子 書道用の小筆、新聞紙、ティッシュペーパー、すずり（持っている場合）

御
薗
公
民
館
講
座

基礎ペン字
「年賀状の宛名は自筆で」と思いませんか。手紙の書き方など基本的な知識を学びます。
第2・4火曜日 10:00～11:30 10/18 10回 御薗公民館 25人
世古口　勉 鉛筆、筆ペン、ノートなど

はじめての韓国語
基礎から簡単な会話まで楽しく学びます。
毎週金曜日 19:30～21:00 10/7 16回 御薗公民館 25人
金　　喜淑 テキスト代3,000円（CD付き）、筆記用具

御薗町の年中行事を
知ろう

御薗町の行事の歴史について、周辺地域との比較と役割を学びます。
第2土曜日 19:00～21:00 10/8 5回 御薗公民館 25人
藤原　　寛 筆記用具

はじめての貝アート

はまぐり貝の内側に花や源氏絵などを描きます。雅な遊び「貝合わせ」を楽しんでみては
いかがでしょう。
第1・3土曜日 13:30～15:30 10/1 8回 御薗公民館 15人
長谷川一馬 教材費2,000円（全回分）、手拭き用タオル

健康ヨガ
美容と健康につながる基礎のヨガです。
第1・3木曜日 19:30～21:00 10/6 10回 御薗公民館 15人
太田　泰子 ヨガマットまたはバスタオル、飲み物、動きやすい服装

※御薗公民館講座の「基礎ペン字」は、初回の開講日のみ第３火曜日となります。
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対
象　

18
歳
以
上
の
人

申
し
込
み　

９
月
15
日
㈭（
当
日

消
印
有
効
）ま
で
に
、
教
室
名
・

ふ
り
が
な
・
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
生
年
月
日
を
、
直
接
・

は
が
き･

フ
ァ
ク
ス･

Ｅ
メ
ー

ル
で
同
競
技
場
管
理
事
務
所

（
〒
516

－

0023 

宇
治
館
町
５
１

０
、
FAX
㉒
１
５
８
６
、
ア
ド
レ

スinfo@
m
ie-kyogijyo.jp

）へ

※
複
数
の
教
室
へ
の
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
。

※
ヨ
ガ
教
室
の
場
合
、
朝
・
昼
・

夜
と
曜
日
を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
第
２
・
第
３
希
望
が
あ
れ
ば

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
友
人
と
の
参
加
を
希
望
す
る

場
合
は
、「
○
○
さ
ん
と
一
緒

に
参
加
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。（
そ
れ
ぞ
れ
の
人
が
記
入 県

営
総
合
競
技
場
（
☎
㉒
０
１
８
８
）

し
て
申
し
込
む
こ
と
が
必
要
で

す)※
申
し
込
み
多
数
の
教
室
は
抽

選
と
し
、
応
募
者
全
員
に
抽
選

結
果
を
郵
送
し
ま
す
。（
９
月

22
日
㈭
発
送
予
定
）

※
受
講
決
定
後
に
変
更
を
希
望

す
る
場
合
は
、
至
急
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。（
連
絡
の
な
い
場

合
、
受
講
料
を
支
払
っ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

※
講
師
の
都
合
・
天
候
に
よ
り

休
講
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
そ
の
場
合
は
次
週
に
延
期
）

※
受
講
者
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
を
１
回
使
用
で
き
ま

す
。

※
子
ど
も
と
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん
。(

キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
教

室
を
除
く
）

県営総合競技場　中期教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
教室名 講師 とき ところ 開講日 回数 定員 受講料

朝ヨガ㈪リピーター 林　　佳津 毎週月曜日 10：00～11：15 陸上競技場 10／3 10回 25人 5,500円
朝ヨガ㈫リピーター 和田　尚子 毎週火曜日 10：00～11：15 陸上競技場 10／4 10回 25人 5,500円
朝ヨガ㈮リピーター 谷口　　文 毎週金曜日 10：00～11：15 陸上競技場 10／7 10回 25人 5,500円
昼ヨガ㈬リピーター 和田　尚子 毎週水曜日 13：30～14：45 陸上競技場 10／5 10回 25人 5,500円
昼ヨガ㈭リピーター 和田　尚子 毎週木曜日 13：30～14：45 陸上競技場 9／29 10回 25人 5,500円
夜ヨガ㈫リピーター 林　　佳津 毎週火曜日 19：30～20：45 陸上競技場 10／4 10回 25人 5,500円
夜ヨガ㈬リピーター 谷口　　文 毎週水曜日 19：30～20：45 陸上競技場 10／5 10回 25人 5,500円
朝ソフトヨガ㈭初心者・初級 和田　尚子 毎週木曜日 10：00～11：15 陸上競技場 9／29 10回 25人 5,500円
朝ソフトヨガ㈮初心者・初級 鈴木　恵美 毎週金曜日 10：00～11：15 陸上競技場 10／14 9回 25人 4,950円
昼ソフトヨガ㈪初心者・初級 林　　佳津 毎週月曜日 13：30～14：45 陸上競技場 10／3 10回 25人 5,500円
夜ソフトヨガ㈬初心者・初級 和田　尚子 毎週水曜日 19：30～20：45 陸上競技場 10／5 10回 25人 5,500円
夜ソフトヨガ㈭初心者・初級 谷口　　文 毎週木曜日 19：30～20：45 陸上競技場 9／29 10回 25人 5,500円
キッズふれあい（2～3歳児まで）スポーツ指導員 毎週月曜日 10：30～11：30 陸上競技場 10／3 5回 10組 2,000円
フラダンス（カウラナ・トヨ） 長谷川久美 毎週火曜日 10：00～11：15 陸上競技場 10／4 10回 25人 5,000円
FSSストレッチ 金川　久恵 毎週火曜日 13：00～14：45 陸上競技場 10／4 10回 20人 5,000円
太極拳 近田　菊江 毎週水曜日 10：00～12：00 体育館本館 10／5 10回 50人 5,000円
バドミントン初級㈪ 中西　亮子 毎週月曜日 10：00～12：00 体育館別館 10／3 10回 20人 5,000円
バドミントン初級㈬ 中西　亮子 毎週水曜日 10：00～12：00 体育館別館 10／5 10回 20人 5,000円
バドミントン中級 中西　亮子 毎週木曜日 10：00～12：00 体育館別館 9／29 10回 20人 5,000円
アロマテラピー講座
（アロマ関係の小物作り）

中川まさみ 毎週火曜日 10：00～11：30 体育館本館 10／4 10回 15人 4,000円
（材料費別）

ソフトエアロビクス 林　　佳津 毎週火曜日 13：30～14：45 体育館本館 10／4 10回 50人 4,000円
卓球（ラージボール指導有り） 田中　謙次 毎週木曜日 13：30～16：00 体育館本館 9／29 10回 50人 5,000円
リフレエアロビクス 田所　淳子 毎週金曜日 10：00～11：15 体育館本館 9／30 10回 50人 4,000円

ダイエット スポーツ指導員 毎週水曜日 10：00～12：00 トレーニング
センター

10／5 10回 20人 4,000円

※講師は、都合により変更する場合があります。
※受講料は、教室初日に会場で徴収します。（初日に来ることができない人は、必ず連絡してください）

トレーニングセンター施設案内
　希望に応じてスポーツ指導員が指導をします。（ダイエ
ット・筋力アップ・競技力アップ・健康維持など）
※定期券利用者には、目的・体力レベルに合わせてトレ
ーニングプログラムを作成します。

1回券 回数券
（11回分）

定期券
1カ月券 3カ月券

一般 230円 2,300円 2,200円 6,000円
高校生 110円 1,100円 1,000円 2,700円

利用時間　9：00～12：00、13：00～22：00
休  業  日　第１月曜日、水曜日の午前、年末年始

県
営
総
合
競
技
場

中
期（
10
月
〜
12
月
）教
室

受
講
生
を
募
集
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「
原
発
に
依
存
し
な
い
社
会
を

目
指
す
」
と
総
理
大
臣
が
発
言

し
た
の
は
、
多
く
の
日
本
人
が

「
お
金
よ
り
も
命
を
大
事
に
し

た
い
」
と
願
っ
て
い
る
思
い
の

表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
原

発
技
術
は
未
熟
で
、
４
カ
月
経

っ
た
今
も
福
島
の
原
発
は
被
爆

者
を
出
し
続
け
、
甚
大
な
地
球

環
境
破
壊
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
最
終
処
分
方
法

も
無
い
ま
ま
、
危
険
な
放
射
性

廃
棄
物
を
子
孫
に
押
し
付
け
る

と
い
う
状
態
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
節
電
に

努
め
、
原
発
か
ら
卒
業
し
て
、

安
心
・
安
全
な
地
産
地
消
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
と
転
換
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

♪
す
べ
て
の
原
発
止
め
よ
じ
ゃ

な
い
か

♪
子
ど
も
の
未
来
を
守
ろ
う
じ

ゃ
な
い
か

え
じ
ゃ
な
い
か
、
え
じ
ゃ
な
い

か
、
え
じ
ゃ
な
い
か
…
…
。

　

「
命
を
守
り
た
い
。
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
安
全
な
地
球
を
子

ど
も
た
ち
に
手
渡
し
た
い
」
―

そ
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、

原
発
卒
業
え
じ
ゃ
な
い
か
パ
レ

ー
ド
実
行
委
員
会
は
発
足
し
ま

し
た
。

　

６
月
11
日
は
、
世
界
各
地
で

「
命
を
守
る
た
め
に
、
す
べ
て

の
原
発
を
止
め
よ
う
」
と
、
大

勢
の
人
々
が
行
動
し
ま
し
た
。

伊
勢
で
も
悪
天
候
の
中
、
私
共

の
呼
び
掛
け
に
約
70
人
が
集
ま

り
、
外
宮
参
道
を
「
原
発
卒
業

え
じ
ゃ
な
い
か
」
と
和
や
か
に

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
の
１
カ
月
後
、

０
０
円
が
控
除
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
改
正
は
、
市

民
が
自
分
の
選
ん
だ
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
約
半
分
の
税
金
を
投

入
す
る
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
と
っ
て
は
、
こ
の

制
度
を
生
か
し
、
活
動
を
ま
す

ま
す
活
発
に
す
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。

認
定
要
件
は
検
討
中
で
す
が
、

今
ま
で
一
番
難
し
い
と
い
わ
れ

て
い
た
「
収
入
の
う
ち
寄
付
の

割
合
が
５
分
の
１
以
上
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
決
ま
り

以
外
に
も
、「
３
０
０
０
円
以

上
の
寄
付
者
を
１
０
０
人
以
上

集
め
る
」
こ
と
で
認
定
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に

税
の
控
除
に
関
し
て
は
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
10
万
円
の
寄
付

を
し
た
と
す
る
と
、
そ
こ
か
ら

２
０
０
０
円
を
引
い
た
金
額
の

最
大
で
50
％
で
あ
る
４
万
９
０

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
通
じ
て
一

番
課
題
と
な
る
の
が
、
資
金
の

こ
と
で
す
。

　

今
回
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
が
改
正
さ

れ
、
税
制
優
遇
を
受
け
ら
れ
る

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
取
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
税
制
も

改
正
さ
れ
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
に
寄
付
を
し
た
場
合
、
税

額
控
除
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
自
治
体
独
自
の

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.35

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
⑳
４
３
８
５
）

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

指
定
管
理
委
託
料
〔
平
成
23
年
度
〕

　
　
　
　
　

１
５
４
２
万
９
千
円

利
用
人
数
〔
平
成
22
年
度
〕

６
万
１
４
６
２
人

パルティ４コマ劇場
　

も
う
す
ぐ

　

敬
老
の
日
だ

　

そ
う
だ

　

お
だ
ん
ご
を
作
っ
て

　

ベ
ン
チ
も

　

作
っ
た
よ

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ

　

月
見
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

原
発
卒
業
え
じ
ゃ
な
い
か
パ
レ
ー
ド

実
行
委
員
会
代
表　

三
浦
美
恵
（
☎
52
５
２
６
５
）

原発卒業えじゃないかパレード

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
の
改
正
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　伊勢志摩フィルムコミッションでは、「エキ
ストラ」「サポートスタッフ」「ロケーションハン
ター」として、テレビドラマや映画などの撮影
に協力していただける人を募集しています。
　登録された人には、随時、メールでニュース
をお送りしています。伊勢志摩地域での撮影を、
皆さんの手で盛り上げてみませんか。

㈳伊勢志摩観光コンベンション機構内・
伊勢志摩フィルムコミッション（☎440800）

エキストラ
　伊勢志摩地域で撮影がある場合に、エキストラとし

て映画やテレビドラマに出演していただける人

サポートスタッフ
　伊勢志摩地域で撮影がある場合に、映画やテレビ

ドラマの撮影の手伝いをしていただける人

ロケーションハンター
　伊勢志摩フィルムコミッションに対し、ロケーション

に関する問い合わせなどがあった場合に、イメージに合

ったロケーション情報の提供に協力していただける人

　伊勢志摩フィルムコミッションのホームページから登

録してください。

　パソコン用　http://www.iseshima-fc.jp/
　携帯電話用　http://www.iseshima-fc.jp/home/melma/
　　　　　　　idxmb.html

・・依頼メールの他、映画祭・試写会などの情報も送

　ります

・・ボランティアですので、原則として出演料・交通費

　などの支給はありません（作品により記念品などが

　贈呈される場合があります） 

募集内容 登録方法

注意事項

伊勢志摩フィルムコミッションでは
ストラ」「サポートスタッフ」「ロケーシ
ター」として、テレビドラマや映画な
に協力していただける人を募集してい
登録された人には、随時、メールで

伊勢市行政チャンネル
広報広聴課（☎㉑5515）

特集番組
放送時間　午前６時・8時・11時・午後1時・4時・6時・
　　　　　9時・11時～
9/1 ～ 30　伊勢市の下水道（16 日からは手話通訳ま
たは文字による解説付き）

（　 　　　）デジタル123ch
アナログ10ch

おしらせ番組
放送時間　午前7時・9時・正午・午後2時・5時・7時・
　　　　　10時・翌日午前 0時～
8/27 ～ 9/2　市からのおしらせ、まちかどご意見板、
まちの話題　9/3 ～ 9 市からのおしらせ、市民活動
ニュース、まちの話題　9/10 ～ 16 市からのおしらせ、
ボランティア団体紹介、まちの話題　9/17 ～ 23 市か
らのおしらせ、健康づくり通信、まちの話題　9/24 ～
30 市からのおしらせ、まちかどご意見板、まちの話題
市議会放送
　市議会9月定例会本会議および決算特別委員会（設置され
た場合）を、会議があった日の翌日の午後2時と午後7時から
放送します。

番組制作・放送予算額〔平成23年度〕　2,389 万 7千円

アイティービーコミュニティチャンネル
㈱アイティービー（☎フリーコール 0120・270・089）

放送時間　午前 6時～翌日午前 2時

アイティービーニュース
・・月曜日～金曜日の午後7時に更新し、午後7時・8時・
　9時・10時・11時に放送

（　 　　　）デジタル121ch
アナログ8ch

企画番組など（内容が更新される週を掲載しています）
9/3 ～ 9　年寄万歳～百歳になったら～、放課後クラブ、
宮川インフォメーション、８ミリフィルムに残る風景、

わくわくデジタルライフ（前半）　9/10 ～ 16　ニュー
ス特集、どうやって作ってるの？、フォトスケッチ、プ

レゼントください！、アニマル・パーク、伊勢音楽堂　

9/17 ～ 23　探歩々隊、ぐるぐるグルメ、８ミリフィ
ルムに残る風景、レディースアングラー、わくわくデジ

タルライフ（後半）　9/24 ～ 30　散歩、トップに聞く、
趣味の時間、テンドン、高齢者の健康、美し国の時間、

日本の暮らしのぞき箱

※詳しくは、アイティービーのチャンネル
ガイド・ホームページ・電子番組表 (EPG)
をご覧ください。
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伊勢市
消費生活センター（☎㉑ 5717）

教えて

相談員さん！
！

シリーズ消費
生活相談

劇
場
型
手
口
に
ご
用
心
!!

　

Ｙ
さ
ん
は
、Ａ
社
に
連
絡
し
、

Ｚ
社
の
未
公
開
株
を
持
っ
て
い

れ
ば
本
当
に
高
く
買
っ
て
く
れ

る
の
か
と
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

「
１
５
０
万
円
で
買
い
取
る
。

も
う
１
口
持
っ
て
い
な
い
か
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
Ｙ
さ
ん
は
、
Ｂ
社
に

連
絡
し
、
Ｚ
社
の
未
公
開
株
を

２
口
２
０
０
万
円
で
購
入
し
ま

し
た
。

　

入
金
を
済
ま
せ
、
未
公
開
株

が
手
元
に
届
い
た
た
め
、
早
速

Ａ
社
に
連
絡
し
ま
し
た
が
、
何

度
電
話
し
て
も
つ
な
が
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
や
っ
と
だ
ま
さ
れ

た
こ
と
に
気
付
く
の
で
す
。

　

高
齢
者
を
狙
う
未
公
開
株
売

買
な
ど
の
劇
場
型
の
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
。
劇
場
型
と
は
い

っ
た
い
ど
ん
な
手
口
な
の
で
し

ょ
う
か
。

　

あ
る
日
、
一
人
暮
ら
し
の
Ｙ

さ
ん
宅
に
Ａ
社
か
ら
電
話
が
入

り
ま
し
た
。
内
容
は
、「
Ｚ
社

の
未
公
開
株
を
持
っ
て
い
な
い

か
。
持
っ
て
い
れ
ば
高
値
で
買

い
取
る
」
と
強
調
し
ま
す
。

　

次
の
日
、
今
度
は
Ｂ
社
か
ら

電
話
が
あ
り
、
Ｚ
社
の
未
公
開

株
を
１
口
１
０
０
万
円
で
買
わ

な
い
か
と
い
う
内
容
で
し
た
。

人
気
商
品
な
の
で
、
１
人
に
つ

き
２
口
ま
で
し
か
購
入
で
き
な

い
と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
ケ
ー
ス
の
場
合
、Ａ
社
・

Ｂ
社
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
お
芝
居
で
、
裏
で
は
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
劇
場
型
の
手
口

は
、
未
公
開
株
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

伊
勢
市
で
も
、
温
泉
付
き
老

人
ホ
ー
ム
の
利
用
権
や
水
源
の

権
利
を
購
入
す
る
よ
う
迫
る
事

例
が
あ
り
ま
し
た
が
、
冷
静
に

判
断
さ
れ
た
た
め
被
害
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
商
品
は

高
額
な
も
の
が
多
く
、
被
害
に

遭
う
と
、
老
後
の
大
切
な
資
金

を
失
う
ば
か
り
で
な
く
、
損
失

を
取
り
返
す
と
言
わ
れ
て
二
次

被
害
に
遭
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
も
う
け
話
に
は

十
分
注
意
し
、「
買
い
ま
せ
ん
」

「
必
要
あ
り
ま
せ
ん
」
と
毅
然

と
し
た
態
度
で
は
っ
き
り
断
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

伊
勢
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
予
算
額

〔
平
成
23
年
度
〕
６
６
４
万
１
千

円（
う
ち
県
補
助
金
６
４
５
万
１
千

円
）

Ａ社 Ｂ社

Ｙさん

Ｂ社から100万円で買い取
り、Ａ社に150万円で売れば、
50万円の利益になるぞ！

Ｚ社の未公開株を１
口150万円で買い取
る！

　

皆
さ
ん
は
、「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」と
か「
男
は
仕
事
、

女
は
仕
事
と
家
庭
」
と
い
う
言

葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

近
年
、
女
性
の
人
権
を
尊
重

す
る
意
識
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
か
ら

分
か
る
こ
と
は
、
性
別
に
基
づ

く
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
が

い
ま
だ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会

を
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た

ち
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
を
目

一人ひとりが一人ひとりが
輝くために輝くために
一人ひとりが
輝くために

シリーズ人権

人権政策課（☎㉑5546）

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

指
す
の
で
し
ょ
う
か
。

　

２
０
０
７（
平
成
19
）年
に
制

定
し
た
「
伊
勢
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
」
で
は
、「
性
別

に
よ
る
差
別
が
な
く
、
男
女
そ

れ
ぞ
れ
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

互
い
に
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
責

任
を
分
か
ち
合
い
、
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
社

会
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
男
女
が
共
に
生
き

生
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
、そ
れ
が「
男

女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
え
ま

す
。

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
習
慣
や
、
一
人
一
人
の
意

識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。

Ｚ社の未公開株
を１口100万円で
買わないか？
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中
身
が
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶

や
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
、
そ
の

ま
ま
ご
み
収
集
に
出
す
と
、
ご

み
収
集
車
や
ご
み
処
理
施
設
で

火
災
や
爆
発
と
い
っ
た
事
故
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
適
切
な
廃
棄
を
お

願
い
し
ま
す
。

環
境
課
（
☎
㉑
５
５
４
３
）

①
中
身
は
最
後
ま
で
使
い
切
り

ま
し
ょ
う

②
廃
棄
す
る
前
に
、
中
身
の
有

無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う（
中
身

が
残
っ
て
い
る
と
、
缶
を
振
っ

た
と
き
に
「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ
」

「
チ
ャ
プ
チ
ャ
プ
」
な
ど
の
音

が
し
ま
す
）

③
使
い
切
れ
な
い
場
合
は
、
左

表
の
方
法
で
中
身
を
出
し
切
っ

　

ス
プ
レ
ー
缶
・
カ
セ
ッ
ト

　

ボ
ン
ベ
の
廃
棄
の
仕
方

て
く
だ
さ
い

④
最
後
に
、
中
身
が
残
っ
て
い

な
い（
音
が
し
な
い
）こ
と
を
確

認
し
た
ら
、
必
ず
穴
を
開
け
て

く
だ
さ
い

※
穴
開
け
は
、
屋
外
で
風
通
し

が
良
く
、
火
気
の
な
い
所
で
し

て
く
だ
さ
い
。

※
缶
切
り
や
市
販
の
穴
開
け
機

な
ど
を
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
穴
を
開
け
た
ら
、
市
の
資
源

回
収
の
「
缶
・
金
属
類
」
に
出

し
て
く
だ
さ
い

○スプレー缶の場合
　「シューッ」という音がしなくなるまで
スプレーボタンを押して、中身を出し切っ
てください。
※中身は、ティッシュや新聞紙・布などに
吹き付け、周囲への飛散にご配慮ください。
○カセットボンベの場合
　キャップを外してボンベを逆さまにし、
ボンベの先端の突出部（７㎜程の金属製ノ
ズル）を、石やコンクリートなどの硬い物
に押し付けてください。（ノズルからガス
が出てきます）
※未使用のボンベ（250g）の場合、１本あた
り10分程度で全部抜けます。

押し付ける

石・コンクリートなど

＜注意事項＞
★ガスを出すときは、必ず屋外で風通しが
良く、火気のない所で行ってください。
★万一、作業中に気分が悪くなったら、直
ちに作業を中止してください。
★複数の本数を持っている場合は、数日・
数回に分けて作業することをお勧めします。

伊
勢
警
察
署
（
☎
⑳
０
１
１
０
）

ミーポくん

　

平
成
23
年
度
第
１
回

　

伊
勢
警
察
署
協
議
会

　

三
重
県
公
安
委
員
会
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
13
人
の
委
員（
伊
勢

市
９
人
、
玉
城
町
１
人
、
度
会

町
１
人
、
南
伊
勢
町
２
人
）
で

構
成
す
る
伊
勢
警
察
署
協
議
会

が
、
６
月
29
日
、
伊
勢
警
察
署

で
開
催
さ
れ
、「
事
件
事
故
の

起
こ
り
に
く
い
街
づ
く
り
」
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
警
察
行
政
に

民
意
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
委

員
の
皆
さ
ん
か
ら
警
察
署
に
意

見
な
ど
を
い
た
だ
く
機
関
で
す
。

　

な
お
、
次
回
は
９
月
15
日
㈭

に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

警
察
安
全
相
談
の
日

　

９
月
11
日
㈰
は
、「
警
察
安

全
相
談
の
日
」
で
す
。

　

犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未

然
防
止
、
安
全
と
平
穏
に
つ
い

て
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

９月11日は警察安全相談の日

※その他、伊勢警察署警察安全相談係・各交番・
各駐在所もご利用ください。

警察総合相談電話
＃9110（通話料が必要）

または　☎059-224-9110
受け付け時間
　　　　月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前 9時～午後 5時

スプレー缶・カセットボンベの
中身の出し方
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県営サンアリーナ

上り下りが激しい
1km

森の中の未舗装の階段道
（急な上り坂が続きます）

スタートから1800m
伊勢市と伊勢湾を一望できる展望台

1.7km

2km

急な下り階段

休憩所

3km

池

絆の森

★

★

★

★

スタート／ゴール 

健康課（☎㉗2435）

　ウォーキングは、いつでも・誰でも・どこでも、気軽
にできる健康法です。市内の名所や公園などを楽しみ
ながら歩いてみてはいかがでしょうか。検証済みのコー
スからご紹介します。

ウォーキングルート情報
距　離：約3.8㎞
時　間：約50分
歩　数：約5,000～6,000歩
心拍数：約110～120拍/分
　　　　（最大心拍数の約60％）
　　　　※1.3㎞地点から頂上までの上り斜
　　　　　面では約160拍/分（最大心拍数の
　　　　　約80％）まで上昇。
起　伏：かなり有り（アスファルトの上り下り、
　　　　土の階段）
エネルギー消費量：体重１㎏当たり5.4㎉
自覚的運動強度：ややきつい～きつい

体重60㎏の人がこのコースを
ウォーキングした場合
エネルギー消費量324㎉

　　 おにぎり約2個分
が消費されたことになります
（おにぎり１個〔100g・具なし〕
168㎉で換算）

　ウォーキングを普及させるため、正しい歩き方の講習会を自治会との共同で開催し、地
域ぐるみのウォーキングへの取り組みを応援しています。ご希望の自治会は、健康課へ相
談してください。

～ サンアリーナ・絆の森コース ～

市内のウォーキングコースを紹介②

スタ
伊勢

～ サンアサン～ サンア～ サンア

市内の交通事故発生状況
（平成 23年 1月～ 6月〔概数〕）

区分 交通事故
発生件数

昨年同時期
との増減

総件数 2,193 件 ＋ 12件

人身事故  372 件 － 41件

死者数  2 件 －  2 件

物損事故  1,821 件 ＋ 53件

　

三
重
県
道
路
交
通
法

　

施
行
細
則
の
一
部
改
正

　

自
転
車
は
車
両
!!

　

自
転
車
を
運
転
中
に
、
携
帯

電
話
な
ど
を
持
っ
て
通
話
し
た

り
、
携
帯
電
話
・
携
帯
型
音
楽

プ
レ
ー
ヤ
ー
・
携
帯
用
ナ
ビ
ゲ

ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
画

像
を
注
視
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、

危
険
な
行
為
で
す
の
で
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。（
５
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

伊勢地区少年警察協助員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （敬称略）
寺井　　成（岩渕） 世古口　齊（御薗町王中島） 田中　信光（二見町江）
山本　　優（吹上） 亀田　吉彦（二俣） 福井　輝夫（二見町西）
登　　淑美（船江） 佐藤　　薫（浦口） 野中　良成（一色町）
下倉　輝夫（河崎） 中西　利行（常磐） 金丸　　豊（大湊町）
山口　博司（船江） 青木　茂雄（宮町） 前村　隆二（小俣町明野）
藤原　清史（宮後） 上野　一仁（円座町） 山本　克己（小俣町本町）
伊藤　幸生（曽袮） 築山　新生（宇治浦田） 中村　宏子（小俣町明野）
西村　喜孝（一之木） 藪野　修次（楠部町） 東山　典子（小俣町本町）
小林　章治（一之木） 小出　美鈴（中村町） 大野　　茂（中須町）
大隅　　守（八日市場町） 岡谷　純子（勢田町） 中村　易志（東豊浜町）
辻村　智子（御薗町高向） 中村　省三（二見町今一色） 山下　徳美（村松町）

　

少
年
警
察
協
助
員

　

伊
勢
警
察
署
で
は
、
少
年
の

非
行
防
止
お
よ
び
健
全
育
成
活

動
を
図
る
た
め
、
左
表
の
皆
さ

ん
を
少
年
警
察
協
助
員
と
し
て

委
嘱（
任
期
は
２
年
間
）し
ま
し

た
。

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

 

９
月
21
日
㈬
〜
30
日
㈮
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ま
た
、同
館
の
向
か
い
に
は
、

緑
の
生
い
茂
る
回
遊
式
庭
園
の

あ
る
久く

留る

山さ
ん

威い

勝
し
ょ
う

寺じ

跡
が
あ

り
、
趣
の
あ
る
一
角
と
な
っ
て

い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ   　

文
化
振
興
課
内
・
伊
勢
ま
る
ご
と
博
物
館 　
　

  

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
（
☎
㉒
７
８
８
５
）

探
訪
・
伊
勢
の
博
物
館
㉗

伊
勢
ま
ち
か
ど
博
物
館
⑭

　

伊
勢
参
り
が
盛
ん
だ
っ
た
江

戸
時
代
、
参
宮
客
は
、
荷
物
に

な
ら
な
い
土
産
と
し
て
、
伊
勢

で
見
聞
き
し
た
音お

ん

曲
ぎ
ょ
く

を
ひ
と
く

く
り
に「
伊
勢
音
頭
」と
呼
び
、

故
郷
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
曲
が
伊

勢
音
頭
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
お

り
、
今
な
お
、
全
国
各
地
で
歌

い
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

館
内
に
は
、
昭
和
初
期
に
伊

勢
音
頭
の
保
存
に
尽
力
し
た
畑は

た

嘉か

聞も
ん

さ
ん
の
収
集
品
を
中
心

に
、
伊
勢
音
頭
の
歴
史
が
書
か

れ
た
年
表
、
レ
コ
ー
ド
、
三
味

線
、
伊
勢
音
頭
の
絵
柄
が
つ
け

ら
れ
た
松
阪
万
古
焼
の
湯
飲
み

や
茶
わ
ん
な
ど
約
30
点
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
さ
ま

ざ
ま
な
伊
勢
音
頭
を
聞
く
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

伊
勢
音
頭
資
料
館

所 在 地　辻久留 1丁目 174
電話番号　㉘ 2260（畑肛門医院）
開館時間　9:00 ～ 17:00
休 館 日 　日曜日・祝日
入 館 料 　無料

伊勢音頭資料館

※見学を希望する人は、必ず事前
に予約してください。

　

同
室
は
、
平
成
21
年
に
開
館

し
た
四
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
１
階
に
あ
り
ま
す
。

　

同
室
で
は
、
地
域
住
民
が
自

分
た
ち
の
住
む
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
愛
着
を
持
ち
、
自
分
た

ち
の
手
で
展
示
を
手
掛
け
、
昭

和
初
期
の
生
活
民
具
の
常
設
展

や
、
地
域
住
民
の
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
・
文
芸
・
写
真
な
ど
の
作
品

展
示
、
年
に
３
回
、
テ
ー
マ
を

変
え
て
企
画
展
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

企
画
展
で
は
、
テ
ー
マ
に
沿

う
も
の
を
四
郷
地
区
の
各
町
か

ら
収
集
し
て
展
示
を
行
う
な

ど
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
児
童
の
協
力
を
得

て
四
郷
地
区
の
ジ
オ
ラ
マ（
立

体
模
型
）
を
作
成
す
る
計
画
も

あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
充
実
し

た
展
示
と
な
り
そ
う
で
す
。

　

11
月
末
ま
で
企
画
展
と
し
て

「
な
つ
か
し
の
教
育
資
料
展
」

が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
明
治
時

代
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
教
科

書
や
卒
業
証
書
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

所 在 地　楠部町 2484
　　　　　（四郷小学校隣り）
電話番号　㉒ 2576
開館時間　9:00 ～ 17:00
　　　　　（日曜日は 9:00 ～ 16:00）
休 館 日 　土曜日・祝日・年末年始
入 館 料 　無料

四郷地区コミュニティセンター
地域交流室

※事前予約は必要ありません。

四
郷
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
地
域
交
流
室
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伊勢図書館 小俣図書館

指定管理委託料　1 億 2,060 万円
入館者数　48 万 7,198 件（平成22年度）

伊勢図書館  ☎㉑ 0077・FAX ㉑ 0078
休館日  毎週水曜日、第 2金曜日

小俣図書館  ☎㉙ 3900・FAX㉙ 3902　
休館日  毎週火曜日、第 2金曜日
　　　　９月 27日㈫～ 10月 6日㈭〔特別整理期間〕

開館時間　午前9時～午後7時

 おはなし会
と　き　毎週土曜日、午後２時 30分～
ところ　１階・おはなしコーナー
内　容　絵本や紙芝居などの読み聞かせ

 あかちゃんえほんのじかん
と　き　９月 22日㈭、午前 11時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊び　
　　　　など

 上映会
と　き　９月 11日㈰、午後１時 30分～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「ぴっけやまのおならくらべ」「うえへまいり
　　　　まぁす」「うずらちゃんのかくれんぼ」「14
　　　　ひきのおつきみ」（アニメ）

 おはなし会
★赤ちゃんおはなし会　９月 ８日㈭、午前 11時～
★たんぽぽおはなし会　９月 10日㈯、午後３時～
★ピッポの会・紙芝居　９月 18日㈰、午前 11時～
※場所は、１階・おはなしのへやです。

 図書館おはなし会 &工作
と　き　９月 24日㈯、午後３時～
ところ　１階・おはなしのへや
対　象　３歳～小学生（就学前の子どもは保護者同伴）
内　容　おはなしを読んだ後、折り紙で風車を作ります

 不用になった図書を募集
　10月 15 日㈯・16 日㈰に開催する古本・古雑誌の
リサイクルフェアに出す図書（雑誌・百科事典・全集

を除く）を募集しています。家庭で不用になった図書

を持参してください。

募集期間　10月 13日㈭まで

 上映会
と　き　９月 17日㈯、午後２時～
ところ　２階・視聴覚室
内　容　「NHKこどもにんぎょう劇場・日本編（かさ
　　　　じぞう、金の斧、じゅげむじゅげむ）」（45分）

 読書感想画展
と　き　９月 10日㈯～ 26日㈪
ところ　２階・ギャラリー

　伊勢図書館・小俣図書館では、９月１日㈭から、無線 LANでインターネットにアクセスできるフリースポッ
トサービスを始めます。簡単な手続きで利用できますので、調べ物や情報発信に活用してください。

フリースポットサービスの開始について

広
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申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
（
午
前
８
時
30
分
〜
）

　

健
康
課（
八
日
市
場
町
・
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

   

（
☎
㉗
２
４
３
５
、FAX
㉑
０
６
８
３
）

　
〔
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〕

予
算
額
は
、
す
べ
て
平
成
23
年
度
分
で
す
。

　

地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
を

対
象
に
食
育
活
動
を
行
う
食
生

活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
）
の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
調
理
実
習

な
ど
を
通
し
て
生
活
習
慣
病
を

予
防
す
る
食
生
活
や
運
動
、
毎

日
の
生
活
に
役
立
つ
健
康
づ
く

り
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
は
、
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
の
仲
間
と
し
て
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

10
月
７
日
㈮
・
28
日
㈮
・

11
月
18
日
㈮
・
12
月
９
日
㈮
・

予
算
額　

13
万
７
千
円

食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座

食
か
ら
出
発　

健
康
セ
ミ
ナ
ー

平
成
24
年
１
月
13
日
㈮
、
２
月

10
日
㈮
、
午
前
10
時
〜
午
後
３

時（
計
６
回
）

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
人

内
容　

調
理
実
習
、
講
話（
良

い
食
生
活
の
こ
つ
や
献
立
の
立

て
方
、
生
活
習
慣
病
予
防
な

ど
）、
運
動
実
技

定
員　

25
人（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
０
円（
教
材

費
、
５
回
分
の
食
材
費
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
修
了
証

書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ　

脂
質
異
常
症
を
予
防

す
る
料
理

参
加
費　
３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物  

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
½
カ
ッ
プ

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

予
算
額　

30
万
円
（
60
回
分
）

と　き ところ 定員
（先着順）

９月 13日㈫ 小俣保健センター 35人
９月 17日㈯ 福祉健康センター 30人
９月 24日㈯ 西コミュニティセンター 20人
９月 26日㈪ ハートプラザみその 30人
９月 28日㈬ 福祉健康センター 30人

ヘルスメイト料理講習会

※いずれも時間は、午前９時 30分～午後１時です。

  

認
知
症
の
中
に
は
、
毎
日
の

生
活
の
仕
方
を
改
善
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
予
防
し
、
進
行
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
み
ん
な
で
楽
し
く
脳
を

生
き
生
き
さ
せ
る
こ
つ
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

と
き　

９
月
30
日
㈮
・
10
月
14

日
㈮
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ　

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人
で
受
講
経
験
の
な
い
人

※
受
講
経
験
が
あ
る
人
で
認
知

症
の
心
配
が
あ
る
人
に
つ
い
て

は
、
別
途
相
談
に
応
じ
ま
す
。

内
容　

認
知
症
予
防
の
た
め
の

生
活
チ
ェ
ッ
ク
、
脳
の
イ
キ
イ

キ
度
チ
ェ
ッ
ク（
浜
松
二
段
階

方
式
）、
脳
刺
激
体
験
な
ど

定
員　

30
人（
先
着
順
）

持
ち
物　

眼
鏡（
必
要
な
人
）

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

認
知
症
を
楽
し
く
予
防

脳
活
性
化
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

予
算
額　

約
８
万
５
千
円（
３
回
分
）
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年
を
重
ね
る
と
と
も
に
足
の

衰
え
を
感
じ
、「
転
び
そ
う
に

な
っ
た
」
と
い
う
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　

講
義
や
実
技
な
ど
を
通
し
て

転
倒
骨
折
予
防
に
つ
い
て
学

び
、
転
ば
な
い
た
め
の
体
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

と
き　

10
月
５
日
㈬
・
19
日
㈬
、

午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ　

二
見
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人
で
受
講
経
験
の
な
い
人

内
容　

転
倒
骨
折
予
防
に
つ
い

て
の
お
話
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
健

脚
度
測
定
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
な
ど

定
員　

20
人
程
度

持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、

飲
み
物

申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
FAX
で

健
康
課
へ

転
倒
骨
折
予
防
教
室

（
２
日
間
コ
ー
ス
）

と
き　

９
月
26
日
㈪
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ　

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
乳
児（
生

後
７
カ
月
〜
11
カ
月
）
の
保
護

者内
容　

離
乳
食（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員　

25
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

９
月
１
日
㈭
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

離
乳
食
教
室

　

定
員
に
満
た
な
か
っ
た
日
程

を
再
度
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、「
広
報
い
せ
」
７
月
１
日

号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
追
加
募
集
し
て
い
る
日
程
に

つ
い
て
は
、
健
康
課
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
集
団
検
診
の

追
加
募
集

予
算
額　

９
万
２
千
円
（
10
回
分
）

予
算
額　

約
32
万
８
千
円
（
15
回
分
）

診療時間 診療科目

休日
日曜日・祝日 10:00～17:00
（12:00～13:00を除く） 内科・小児科・歯科

夜間 毎日　19:30 ～ 22:00 内科・小児科

休日・夜間応急診療所（八日市場町）

予算額　1億1,042万4千円（うち他町分担金・診療所収入8,541万円）
■内科・小児科（☎㉕ 8795）、歯科（☎㉗ 0829）

■重症の人や左表以外の診察
　救急医療情報センター（☎㉘ 1199、音声自動案内☎0800-100-1199）
　医療ネットみえのホームページ　http://www.qq.pref.mie.jp/
■子どもの急な病気や事故・薬に関する小児科専門医師による電話相談
　相談時間　毎日、19:30～ 23:30
　電話番号　みえ子ども医療ダイヤル（☎＃8000、☎津059-232-9955）

主な相談など
予算額　138万 3千円（子育て相談117回分）
　　　　89万7千円〔うち国・県補助金38万6千円〕（成人健康相談48回分）

とき ところ とき ところ
①子育て相談 ②成人健康相談・成人栄養相談（成人栄養相談は要予約）

９月  ２日㈮ 10:00 ～ 11:30
豊浜地区コミュニティセンター ９月  ７日㈬  ９:30～ 11:00 小俣保健センター

13:30 ～ 15:00 北浜地区コミュニティセンター ９月  ８日㈭ 13:30 ～ 15:00 ハートプラザみその

９月  ６日㈫  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター ９月 15 日㈭ 13:30 ～ 15:00 中央保健センター
13:30 ～ 15:00 ９月 28 日㈬  ９:30～ 11:00 二見老人福祉センター

９月 13 日㈫  ９:30～ 11:00 中央保健センター ③エイズ検査
13:30 ～ 15:00 毎週火曜日  ９:00～ 11:00 伊勢保健福祉事務所

（県伊勢庁舎内）９月 16 日㈮ 10:00 ～ 11:30 城田地区コミュニティセンター 毎月第2火曜日 17:30 ～ 19:00

９月 20 日㈫  ９:30～ 11:00 ハートプラザみその ④こころの健康相談（要予約）
13:30 ～ 15:00

９月 22 日㈭ 13:00 ～ 15:00
伊勢保健福祉事務所
（県伊勢庁舎内）

９月 27 日㈫  ９:30～ 11:00 小俣保健センター13:30 ～ 15:00
対象　①②市内在住の人、③④県内在住の人　　問い合わせ　①②健康課（☎㉗ 2435）、③④伊勢保健福祉事務所（☎㉗ 5148）
※９月２日㈮の北浜地区コミュニティセンターでの子育て相談は、きらら館保育士と合同開催です。
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伊
勢
農
業
協
同
組
合
で
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
土
と
親
し
み
、

農
作
物
の
栽
培
を
楽
し
み
な
が

ら
農
業
や
食
へ
の
理
解
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
、
下
表
の
と
お
り

市
民
農
園
の
利
用
者
を
募
集
し

募 

集

農
林
水
産
課（
☎
22
０
３
７
０
）

市
民
農
園
の

利
用
者
を
募
集

参加費などの記載のない
ものは無料

情 ーナーコ
報

て
い
ま
す
。

申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

各
申
し
込
み
先
へ

※
契
約
期
間
は
、
４
月
〜
翌
年

３
月
で
す
。
継
続
し
て
利
用
す

る
に
は
、
年
度
ご
と
に
更
新
が

必
要
で
す
。

市民農園

ＪＡふれあい農園
グリーン

ファーム小俣
グリーン

ファーム相合
ところ 馬瀬町 小俣町明野 小俣町相合

募集区画数 13区画（先着順） 15区画（先着順） 3区画（先着順）
区画面積 約 20㎡／区画 約 30㎡／区画
利用料金 5,500 円／年・区画 7,000 円／年・区画

申し込み先

伊勢農業協同組合伊勢グリ
ーンコープ　ふれあい農園
係（〒 516-0804　御薗町
長屋 462、☎㉒ 3557）

伊勢農業協同組合小俣支店　グリーンファ
ーム係（〒 519-0502　小俣町相合 634、
☎㉒ 2121）

※年度途中に契約した場合の利用料金は、月割りとなります。

試
験
・
講
座

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
25
１
２
６
３
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
・

予
備
講
習
会

乙
種
第
四
類
及
び
丙
種
試
験

と
き　

11
月
13
日
㈰

と
こ
ろ　

皇
學
館
大
学

申
し
込
み　

９
月
12
日
㈪
〜
26

日
㈪
に
、
願
書
を
直
接
ま
た
は

郵
送
で
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
三
重
県
支
部（
〒
514

－

0002

津
市
島
崎
町
３
１
４
・
三
重
県

島
崎
会
館
１
階
、☎
津
０
５
９
・

２
２
６
・
８
９
３
０
）へ

※
電
子
申
請
の
場
合
、
申
し
込

み
期
間
は
９
月
９
日
㈮
・
午
前

９
時
〜
23
日
㈷
・
午
後
５
時
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
願
書
は
、伊
勢
市
消
防
本
部
・

各
分
署
・
各
出
張
所
に
あ
り
ま

す
。

※
乙
種
第
四
類
及
び
丙
種
以
外

の
試
験
は
、
日
時
・
会
場
が
異

な
り
ま
す
。

と
き　

10
月
20
日
㈭
、
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

観
光
文
化
会
館
・
４

階
大
会
議
室

科
目　

乙
種
第
四
類

定
員　

１
０
０
人

受
講
料（
税
込
み
）　

４
０
０
０

円（
希
望
者
の
み
別
途
教
材
費

が
必
要
）

申
し
込
み　

９
月
12
日
㈪
〜
10

月
11
日
㈫
に
、
申
込
書
を
直
接

ま
た
は
郵
送
で
㈳
三
重
県
危
険

物
安
全
協
会（
〒
514

－

0002
津
市

島
崎
町
３
１
４
・
三
重
県
島
崎

会
館
２
階
、
☎
津
０
５
９
・
２

２
６
・
８
３
７
８
）へ

※
申
込
書
は
、
伊
勢
市
消
防
本

部
・
各
分
署
・
各
出
張
所
に
あ

り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
乙
種
第
四
類

試
験
予
備
講
習
会

広
告
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催
し
物

障
が
い
福
祉
課

（
☎
21
５
５
５
８
・
FAX
21
５
５
５
５
）

伊
勢
市
社
会
福
祉
協
議
会
伊
勢
支
所

（
☎
27
２
４
２
５
・
FAX
27
２
４
１
２
）

き
こ
え
に
く
さ
と

上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容　

左
表

の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
難
聴
者
・

中
途
失
聴
者
ま
た
は
そ
の
家

族
・
知
人
、
障
が
い
者
福
祉
に

関
心
の
あ
る
人

きこえにくさと上手につきあうために
とき ところ 内容

10 月 2日㈰ 御薗公民館

・難聴者による体験談
・聴覚障がい者への福祉
　サービスについて
・補聴器センターの話

11月 13日㈰ 福祉健康セ
ンター

・耳鼻科医の話
・補聴器センターの話

※いずれも時間は、午後 1時 30分～ 4時です。
※事前申し込みは不要です。直接会場へお越しください。

市
民
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際
交

流
協
会
事
務
局（
☎
21
５
５
４
９
）

セ
プ
テ
ン
バ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

９
・
11
の
同
時
多
発
テ
ロ
を

き
っ
か
け
に
世
界
各
地
で
行
わ

れ
て
い
る
セ
プ
テ
ン
バ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
を
、
伊
勢
市
で
も
開
催

し
ま
す
。
平
和
を
祈
り
、
平
和

へ
の
願
い
を
広
め
て
い
く
コ
ン

サ
ー
ト
で
す
。

と
き　

９
月
10
日
㈯
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

い
せ
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
北
館（
い
せ
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
）・
１
階

三
重
県
農
水
商
工
部
商
工
振
興
室

（
☎
津
０
５
９・
２
２
４
・
２
４
５
１
）

地
域
に
適
し
た
買
物
環
境

を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

　

近
年
、
買
い
物
弱
者
の
問
題

は
深
刻
化
し
て
お
り
、
そ
の
解

決
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

連
携
に
よ
る
総
合
的
な
取
り
組

み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
こ
の
連
携
を
促
進

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
識
の
高
揚

と
相
互
の
理
解
を
図
る
た
め
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
11
日
㈫
、
午
後
１

時
30
分
〜（
開
場
は
午
後
１
時
）

と
こ
ろ　

伊
勢
商
工
会
議
所
・

大
ホ
ー
ル

対
象　

市
民
・
商
業
者
・
商
業

団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
行
政
な
ど

定
員　

１
０
０
人
程
度

申
し
込
み　

10
月
３
日
㈪
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
室（
FAX
津
０
５
９
・
２
２
４
・

２
４
８
０
）へ

㈳
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル

サ
ポ
ー
ト
三
重
支
部（
☎
津
０
５
９
・

２
１
３
・
４
６
６
６
）

無
料
成
年
後
見
相
談
会

と
き　

９
月
23
日
㈷
、
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ　

三
重
県
司
法
書
士
会

館（
津
市
丸
之
内
養
正
町
17

－

17
）

内
容　

老
後
の
心
配
事
や
財
産

管
理
・
生
活
支
援
な
ど
に
関
し

て
の
成
年
後
見
制
度
の
利
用
に

つ
い
て
の
相
談（
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
問
題
に
つ
い
て
の
相
談

も
可
）

相
談
方
法　

面
談（
予
約
不
要
）・

電
話
相
談（
当
日
専
用
電
話
☎

津
０
５
９
・
２
２
５
・
３
８
５

５
）

問
い
合
わ
せ
先　

三
重
県
司
法

書
士
会（
☎
津
０
５
９
・
２
２

４
・
５
１
７
１
）

お
知
ら
せ

津
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課（
☎
津

０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９
３
）

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
を
め
ぐ

る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、「
高
齢
者
・
障

害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
に
、
電
話
に
よ
る
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

と
き　

９
月
５
日
㈪
〜
11
日

㈰
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時（
土
曜
日
・
日
曜
日
は
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
）

全
国
統
一
相
談
電
話
番
号　

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１
１
０

広
告
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現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限

は
、
９
月
30
日
㈮
で
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
下

旬
に
、
簡
易
書
留
郵
便
に
よ
り

送
付
し
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
な
ど
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
で
は
な
く
、
手
渡
し
に

よ
る
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、

９
月
９
日
㈮
ま
で
に
、
同
課
・

各
総
合
支
所
生
活
福
祉
課
・
各

支
所
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
13
日
㈫
以
降
、
新
し
い
保

険
証
を
交
付
し
ま
す
。

旧
保
険
証
は
返
却
を

　

旧
保
険
証
は
、
10
月
３
日
㈪

以
降
に
、
同
課
・
各
総
合
支
所

生
活
福
祉
課
・
各
支
所
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
保
険
課（
☎
21
５
６
４
６
）

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
の
更
新

※
新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ

て
か
ら
旧
保
険
証
を
返
却
す
る

ま
で
に
、
住
所
異
動
の
手
続
き

を
行
う
場
合
は
、
必
ず
新
旧
の

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
料（
税
）の
滞
納
世
帯
は

　

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
料

（
税
）を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に

は
、
医
療
機
関
で
の
負
担
が
全

額
自
己
負
担
と
な
る
資
格
証
明

書
や
、
通
常
よ
り
有
効
期
間
が

短
い
短
期
被
保
険
者
証
を
交
付

し
ま
す
。

市
外
転
出
す
る
学
生
は
申
請
を

　

市
外
へ
転
出
す
る
学
生
が
伊

勢
市
の
国
民
健
康
保
険
を
使
用

す
る
場
合
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の

移
行
な
ど
に
よ
り
、
被
保
険
者

に
よ
っ
て
保
険
証
の
有
効
期
限

が
異
な
り
ま
す
。

臓
器
提
供
意
思
表
示

　

保
険
証
の
裏
面
に
、
臓
器
提

供
意
思
の
記
入
欄
を
設
け
て
い

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
油
性

ペ
ン
な
ど
で
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

被
保
険
者
に
よ
っ
て

有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す

三
重
県
計
量
検
定
所（
☎
津
０
５

９
・
２
２
３
・
５
０
７
１
）

商
工
労
政
課（
☎
21
５
５
１
２
）

は
か
り
の
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
は

か
り
は
、
２
年
に
１
度
の
検
査

が
必
要
で
、
平
成
23
年
は
検
査

の
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

三
重
県
計
量
検
定
所
で
は
、

左
表
の
と
お
り
定
期
検
査
を
実

施
し
ま
す
。
定
期
検
査
実
施
ま

で
に
計
量
士
に
よ
る
代
検
査

（
訪
問
に
よ
る
検
査
）を
受
け
て

い
な
い
場
合
は
、
必
ず
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。

※
手
数
料（
現
金
支
払
い
の
み
）

は
、
は
か
り
の
種
類
や
能
力
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

はかりの定期検査
とき ところ

10 月 24日㈪
　　  25 日㈫ 御薗総合支所前駐車場車庫

10月 26日㈬ 二見総合支所

10月 27日㈭ 小俣公民館

※いずれも時間は、午前 10時～午後 3時です。

名
古
屋
税
関
四
日
市
税
関
支
署
津

出
張
所（
☎
津
０
５
９
・
２
３
４
・

４
１
６
１
）

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還

　

終
戦
後
に
外
地
よ
り
引
き
揚

げ
て
き
た
人
が
税
関
な
ど
に
預

け
た
通
貨
や
証
券
な
ど
が
、
保

管
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る

も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

返
還
請
求
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
家
族
で
も
で
き
ま
す
。
心

当
た
り
の
あ
る
人
は
、
気
軽
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

返
還
し
て
い
る
通
貨･

証
券
な

ど・・
上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運

局
に
預
け
た
通
貨･

証
券
な
ど

・・
帰
国
前
に
在
外
公
館
や
日
本

人
自
治
会
な
ど
に
預
け
た
通

貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち
、
そ
の

後
、
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

広
告
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敬
老
祝
品
の
贈
呈

　

市
で
は
、
長
寿
を
祝
福
す
る

た
め
、
満
88
歳
の
人
に
敬
老
祝

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
人

・・
９
月
１
日
時
点
で
、
１
年
以

上
引
き
続
い
て
市
内
に
在
住
し

て
い
る

・・
平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成

24
年
３
月
31
日
の
期
間
に
、
満

88
歳
に
な
る（
大
正
12
年
４
月

長
寿
課（
☎
21
５
５
５
９
）

１
日
〜
大
正
13
年
３
月
31
日
生

ま
れ
）

贈
呈
方
法　

９
月
12
日
㈪
以
降

に
、
宅
配
業
者
が
自
宅
へ
お
届

け
し
ま
す

予
算
額〔
平
成
23
年
度
〕 

３
１

６
万
８
千
円

長寿祝の制度を変更しました  （下図参照）

平成23年度から
・・満88歳…敬老祝品
・・満100歳…敬老祝品（満99歳から満100歳に変更）
・・最高齢者…敬老祝品（生涯に１回）

三
重
労
働
局
監
督
課（
☎
津
０
５

９
・
２
２
６
・
２
１
０
６
）

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

未
払
い
賃
金
の
立
て
替
え

申
請
期
限
は
９
月
11
日
ま
で

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
事
業

場
の
事
業
活
動
が
停
止
し
、
賃

金
が
未
払
い
の
ま
ま
退
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
労
働
者
に
対
し
、

一
定
の
範
囲
で
国
が
事
業
主
に

代
わ
っ
て
未
払
い
賃
金
を
支
払

う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
認
定
申
請
の
期

限
が
９
月
11
日
㈰
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

対
象
者　

１
年
以
上
に
わ
た
り

事
業
活
動
を
行
っ
て
き
た
中
小

企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
労
働

者
で
、
企
業
の
倒
産
に
伴
い
退

職
し
、
未
払
い
賃
金（
総
額
２

万
円
未
満
の
場
合
は
対
象
外
）

が
残
っ
て
い
る
人

対
象
賃
金　

退
職
日
の
６
カ
月

前
か
ら
立
て
替
え
払
い
請
求
日

の
前
日
ま
で
の
間
に
給
与
支
払

日
が
来
て
い
る
給
与
と
退
職
金

※
立
て
替
え
払
い
さ
れ
る
賃
金

の
上
限
額
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
同
課
ま
た
は
伊

勢
労
働
基
準
監
督
署（
☎
㉘
２

１
６
４
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

㈶
日
本
遺
族
会
事
業
課（
☎
東
京
０

３
・
３
２
６
１
・
５
５
２
１
）

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　

同
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
委
託
・
補
助
を
受
け
、「
戦

没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親

善
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で

の
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
に
、

戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同

地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

※
日
程
・
実
施
地
域
な
ど
詳
し

く
は
、
同
会
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　

㈶
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

平
成
23
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報

市
民
交
流
課（
☎
21
５
５
６
３
）

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

事
業
の
助
成
を
受
け
、
次
の
と

お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
醸
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

・
新
出
自
治
区　

文
化
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※今年度に満100歳になる人については、昨年度に満99
歳の敬老金を贈呈しているため、今年度の敬老祝品の

贈呈はありません。

※昨年度までは満77歳の人に敬老金を贈呈していまし
たが、今年度より贈呈はなくなりました。
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　このコーナーは、市民団体の

皆さんが、イベント案内や会員

募集などに利用できるコーナー

です。参加費などの記載がない

ものは無料です。

時日時　所場所　対対象　内内容
定定員　料料金　申申し込み　　

11月１日号＝9月15日㈭
11月15日号＝9月30日㈮

申し込み
締め切り

時 9月10日㈯、13:00～16:30
所三重県総合文化センター（三重
県文化会館・小会議室）　対県内
の中学生・高校生・大学生およ

び保護者、教育関係者　内米国
公費高校留学・大学奨学金留学

（返済不要）・条件付大学進学お

よび留学基礎知識をお話ししま

す。気軽にご参加ください。　

定 30人（先着順）　申 9月9日㈮ま
でに同協会へ

海外高校・大学進学相談会
ＮＰＯ法人青少年異文化交流推進協会
（☎フリーダイヤル0120-52-9688）

時 9月6日㈫、13:30～16:00　
所縁

えにし

の家（御薗町高向927、いせ
在宅医療クリニック横）　対本人
やその家族、医療関係者、専門

職の方々　内互いに意見や情報
などの交換を行い、今後の介護

が楽になるよう、参加される皆

さんのリフレッシュを一番の目

的とする。　定 20人（先着順）　
料１家族500円、会員100円
申当日の正午までに桑原さんへ

認知症を考える
伊勢地区つどい
㈳認知症の人と家族の会三重県支部

伊勢地区つどい担当・桑原さん
（☎24-2171）

時 9月25日㈰、15:30～　所 ハー
トプラザみその　内フラメンコ・
ベリーダンス・ジャズヒップホ

ップなどスタジオクラス一年間

の集大成となる合同発表会を開

催します。　料 2,500円（前売り
2,000円）　申事前に同団体へ

ワイズ　ラボラトリィ（☎25-2665）
スタジオクラス合同発表会

時 9月25日㈰、13:00～14:30
所レストラン・ボンヴィヴァン
（本町20-24）　内ふじもとみほこ
による朗読を、みずのまりもの

アコーデｨオンとのコラボでお楽

しみ下さい。作品は角田光代の

「涙」。　定 40人（先着順）　料 2,0
00円（お茶とケーキ付き）　申9月
23日㈷までに、藤本さんまたは
ボンヴィヴァン（☎26-3131）へ

藤本さん（☎090-3554-1061）
朗読コンサートへのお誘い

MINNA no HIROBA

広
告
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  予算額〔平成23年度〕 4,143 万 4千円（市主催分のみ）

９月の無料相談
法　律　※担当弁護士が、既に相手方の相談を受けて　　　　　　いる場合は、相談を受けることはできません。

時毎週月曜日、午後１時 30分～３時30分〔9月19日は祝日
のため、9月20日㈫に行います〕　所広報広聴課（☎㉑ 5515）
対市内に住所を有する人　定８人（定員を超えた場合は抽選）
申相談日当日の午後１時15分までに広報広聴課へ来所

時 9月1日㈭、午後１時30分～３時30分（抽選のため午後
１時15分までに来所が必要）　所小俣保健センター　対市
内に住所を有する人　定４人（定員を超えた場合は抽選）申
8月 25日㈭～31日㈬に、社会福祉協議会小俣支所（☎㉗
0509）へ来所または電話

時 9月15日㈭、午後１時30分～３時30分（抽選のため午後
１時15分までに来所が必要）　所ハートプラザみその・多目
的室　対市内に住所を有する人　定４人（定員を超えた場合
は抽選）申 9月 8日㈭～14日㈬に、社会福祉協議会御薗
支所（☎㉒ 6617）へ来所または電話

交通事故
時第3水曜日（9月21日）、午後１時～３時  所広報広聴課（☎
㉑5515）　定４人（先着順）　申相談日当日の午前 8時 30
分～午後2時 30分に、広報広聴課へ来所または電話

時月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　所三重県交通事
故相談窓口〔三重県栄町庁舎・３階〕（☎津059・228・7350）

行　政
時第 2火曜日（9月13日）、午後1時～3 時　所二見生涯
学習センター　問二見総合支所地域振興課（☎42 1111）

時第3火曜日（9月20日）、午後1時～3時　所広報広聴課（☎
㉑ 5515）

時第 4火曜日（9月 27日）、午後1時～3 時　所小俣公民
館　問小俣総合支所地域振興課（☎㉒ 7858）

登　記
時第2火曜日（9月13日）、午後1時～4時（受け付けは午
後３時まで）　所広報広聴課（☎㉑ 5515）

消費生活（消費者被害の相談など）
時月曜日～金曜日、午前9時～正午・午後１時～４時
所伊勢市消費生活センター（☎㉑ 5717）

時月曜日～金曜日、午前9時～午後4時　所三重県消費生活
センター〔三重県栄町庁舎・3階〕（☎津059・228・2212）

多重債務（クレジット・消費者金融など）
時第3木曜日（9月15日）、午前 9時 30分～11時 30分（受
け付けは午前11時まで）　所市役所本館・2階第１会議室　
定 4人（先着順）申相談日当日の午前 8時 30 分から伊勢
市消費生活センター（☎㉑ 5717）へ電話

家庭児童（児童虐待など）・女性（DVなど）
時月曜日～金曜日、午前 9時～午後5時　所こども家庭相
談センター（☎㉑ 5709）

乳幼児
時月曜日～金曜日、午前 9時～午後4時　所大世古保育所
（☎㉕ 3676）

小・中学生（子育ての悩みや不安、不登校・いじめ・友人関係・学習のことなど）
時月曜日～金曜日、午前 8時 30分～午後5時15分
所スマイルいせ〔小俣総合支所・3階〕（☎㉒ 7867）
 臨床心理士によるカウンセリング（要予約）

時月曜日・水曜日・金曜日・午前 9時～午後3時、火曜日・
木曜日・午前９時～午後5時　対小・中学生および保護者

青少年（非行問題など）
時月曜日～金曜日、午前 8時 30分～午後5時15分
所青少年相談センター〔小俣総合支所・2階〕（☎㉒ 7894）

就　職
時 9月13日㈫・27日㈫、午前10 時～午後4時　所サン
ライフ伊勢　対市内に在住または通勤している35歳以下の
人またはその保護者、学校の進路担当教諭　定５人（先着順）
申おしごと広場みえ（☎津 059・222・3309）へ電話

障がい者・障がい児（福祉サービスの利用相談・日常生活や就労の相談支援など）
時月曜日～金曜日・午前９時30分～午後６時、土曜日・日
曜日・祝日・午前９時30分～午後４時30分（実施しない場
合があります）　所障害者相談支援センター「ブレス」（岩渕
2丁目4-9、☎⑳ 6525） 　方電話・来所・訪問

高齢者在宅介護
時月曜日～金曜日、午前 8時 30分～午後5時15分
所地域包括支援センター（☎㉑ 5583）、東地域包括支
援センター（☎44 1165）、西地域包括支援センター（☎⑳
5055）、南地域包括支援センター（☎㉑ 0080）

時毎日24時間対応　所各在宅介護支援センター〔神路
園（☎㉒6012）、双寿園（☎㉓ 9231）、白百合園（☎㉗
1511）、山咲苑（☎㉓ 8000）、正邦苑（☎38 1800）、み
なと（☎35 0811）、楽寿苑（☎㉛ 0050）、二見ふれあい
プラザ（☎43 4423）、小俣（☎㉗ 1155）〕　方電話・来所

心配ごと
時第１水曜日（9月7日）、午後1時～3時　所小俣保健セ
ンター　問社会福祉協議会小俣支所（☎㉗ 0509）

時第2水曜日（9月14日）、午後1時～3 時　所福祉健康
センター　問社会福祉協議会伊勢支所（☎㉗ 2425）

時第3水曜日（9月21日）、午後1時～3時　所ハートプラザ
みその・多目的室　問社会福祉協議会御薗支所（☎㉒ 6617）

時第 4水曜日（9月28日）、午後1時～3時　所社会福祉
協議会二見支所〔二見ふれあいプラザ内〕（☎43 3994）

時とき 所ところ 対対象 定定員 申申し込み 方相談方法 問問い合わせ

時 10月 6日㈭、午後１時30分～３時30分（抽選のため午後
１時15分までに来所が必要）　所福祉健康センター　対市
内に住所を有する人　定４人（定員を超えた場合は抽選）申
9月 29日㈭～10月 5日㈬に、社会福祉協議会伊勢支所（☎
㉗ 2425）へ来所または電話
※9月中に申し込みを開始するため、今月号に掲載しています。

人　権
時第２木曜日（9月 8日）、午後１時～４時（受け付けは午後
３時まで）　所広報広聴課（☎㉑ 5515）

時毎週火曜日・水曜日・金曜日、午前９時 30分～午後４
時 30分　所津地方法務局伊勢支局（☎㉘ 6158）

母子
時月曜日～金曜日、午前 9時～午後5時　所こども課（☎
㉑ 5561）

公　証（遺言・契約証明）
時第１木曜日（9月1日）、午後１時～４時（受け付けは午後２
時まで）所広報広聴課（☎㉑ 5515） 
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